
1 

 

第三者評価 評価調査報告書 

 

 

 

 

 

運営主体：株式会社 こどもの森 

 まなびの森保育園武蔵中原 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年  1 月 16 日作成 

実施評価機関： 

一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

❍実施概要                              

 

事 業 所 名：   まなびの森保育園武蔵中原 

報告作成日：     2021 年 1 月 16 日 （評価に要した期間 5 ヶ月間） 

評 価 機 関：   一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

【評価方法】 

1．事業者自己評価  【実施期間：10 月下旬～12 月上旬】 

・評価機関の担当者より、施設長へ第三者評価の主旨及び実施方法を説明。保育所版自己評価シート【共通

評価基準】及び【内容評価基準】については、施設長及び職員で協議し作成した。 

 

 

2．利用者家族アンケート  【実施期間：令和 2 年 11 月 9 日～11 月 20 日】 

・配布：全園児の保護者（51 家族）に対して、園から配布。 

・回収：保護者が評価機関所定の回収 BOX に投函し回収。 

 

 

3．訪問実地調査 【実施日：令和 3 年 1 月 15 日、1 月 18 日】  

■1 月 15 日 

・事業者面接調査【内容評価基準】（施設長） 

・各クラスの保育観察（全クラス） 

・書類調査 

  

■1 月 18 日 

・事業者面接調査【共通評価基準】（施設長） 

・書類調査 

・各クラスの保育観察（全クラス） 

 

 

4．利用者本人調査【実施日：令和 3 年 1 月 15 日、1 月 18 日】 

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については観察調査、幼児については観察と遊びの時間の際に、会話の中で適宜聞き取り調査を実施。 
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❍評価結果についての講評                         

（高く評価できる点、独自性のある点、今後期待される点、工夫改善点などについて総括） 

 

【施設の概要】 

 株式会社こどもの森が運営するまなびの森保育園武蔵中原は、JR 南武線武蔵中原駅から徒歩 15 分の場所

にあり、園は鉄骨造 3 階建ての、１・2 階部分で住宅街に溶け込んだ場所に位置します。園庭には大型の複

合遊具と乳幼児用の滑り台が左右に分かれて設置され、年齢ごとに十分に遊びこむことができるよう配慮さ

れています。大型の複合遊具には縄で作られた橋などがあり、また、遊具の横の壁がボルダリング仕様にな

っているなど、さまざまな動きが楽しめるようになっています。園の定員は、60 名（0～5 歳児）、開園時間

は、月曜日から土曜日の 7 時 00 分～20 時 00 分です。 

園の玄関へは、階段またはスロープを使用して上がることが出来ます。園舎に入ると廊下の右側に職員室

があり、左側に 0～2 歳児の保育室があります。廊下の先は、ウッドデッキにつながっており、そこから園庭

に出ることが出来ます。2 歳児の保育室には、室内用の大型遊具も設置され、室内でも十分に身体を動かせ

る環境となっています。2 階に上がると、3~5 歳児の保育室があります。4 歳児と 5 歳児の保育室の壁には、

壁一面に棚があり本が並べられています。子どもたちは棚から自由に本を取り出して読むことが出来ます。

また、棚の前には、太鼓橋のような階段が備え付けられています。室内には、ロフトのような環境も用意さ

れ、畳 2 畳分ほどのその空間に上がると見晴らしも良く、子どもたちのお気に入りの隠れ家となっています。 
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1．高く評価できる点 

○行事等を通して、達成感やあきらめない気持ちを育む保育実践に取り組んでいます 

 園では日頃から、園目標である「心身ともに健康な子」「思いやりのある優しい子」「あきらめない強い子」

「あいさつのできる子」を大切に保育実践に取り組んでいます。その一つとして、年齢に応じた行事に対す

る取り組みを実施しています。行事の際には、子どもたちの興味に応じた行事のテーマを決め、テーマに沿

った競技名や音楽を決めるなどの取り組みが実施されています。また、子ども同士で話し合いを通して活動

内容を決めていくなどの取り組みも実施されています。このような取り組みの中で、特に 5 歳児については、

一人ひとりの子どもたちが、自信を持って就学して欲しいという願いから、就学前に和太鼓や組体操、ソー

ラン節などに取り組む中で、完成度の高い内容を目指して、保育者とともに取り組んでいます。このような、

取り組み過程を通じて、「やり遂げる達成感」「あきらめない気持ち」などを育む保育実践につなげています。 

 

 

〇職員は毎月の目標を立て振返るとともに、全職員で目標の共有を図っています 

 職員は、所定の用紙を使用し毎月の個人目標を立てています。立てられた個人目標は、目標を達成するた

めに実行したこと、反省などについて、月 1 回実施される全体ミーティングで振り返り、次月の目標につな

げています。各職員が立てた個人目標は、更衣室に掲示され、全職員で共有できるようになっています。ま

た、個人目標の他に、気になることや気づいた点等も記載する欄があり、記載内容に応じて全体ミーティン

グで取り上げ、全職員で検討するなどの取り組みにもつなげています。 

 

 

 

2．独自に取り組んでいる点 

〇専門講師による取り組みを通して、子どもたちがさまざまな経験ができるよう配慮しています 

 月に 1～2 回、2～5 歳児を対象に、専門の講師を招きマット運動、跳び箱、平均台、鉄棒等を使用した体

操教室を実施しています。体操教室で取り組まれた組体操は、運動会で披露する機会となっています。また、

月に 1 回合気道を取り入れ、姿勢や礼儀、身のこなし方などさまざまな身体活動を経験しています。さらに、

3 歳児から 5 歳児を対象とした、ネイティブ講師による英語教室を取り入れるなどの取り組みが行われてい

ます。このような取り組みを通して、一人ひとりの子どもたちがさまざまな経験ができるよう配慮していま

す。 
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3．工夫・改善が望まれる点 

〇園が有する専門的な情報を、地域に還元する取り組みが望まれます 

園見学者に対する育児相談の実施や、区が主催する保育祭りへの参加、また、日ごろから近隣公園のゴミ

拾いや草むしりなどを積極的に行っています。今後は、地域交流等を通して把握された地域ニーズにもとづ

いて、地域に対して、定期的な園庭開放や子育て講座、また、栄養士による離乳食セミナーや看護師による

保健講座など、園独自で実施できる内容を検討し、園が有する専門的な知識・技術や情報を地域に提供する

ことが期待されます。 
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❍利用者本人調査                           

【実施概要】 

【実施日：令和 3 年 1 月 15 日、1 月 18 日】 

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については主に観察調査、幼児については観察と遊びの時間などに適宜聞き取り調査を実施。 

 

□0 歳児クラス 

観察時は天気が良く、子どもたちは保育者に上着を着せてもらい、立ち乗りのバギーに乗って近隣の

小川まで散歩に出かけました。子どもたちは、目にするものに指をさして、「あー、あー」と保育者に

伝えます。保育者はその都度、「鳩がいるね」など子どもの気持ちに共感し代弁していました。 

 しばらく進むと小川に沿って造られた遊歩道に着きました。小川にはたくさんの鴨が泳いでいます。

保育者は、「鴨がいるね～」「お魚もいるかな～」などと子どもたちに話しかけます。また、小川に沿っ

て綺麗に咲いている花を見つけては、「見てみて、お花咲いているよ～」とその都度停まって子どもた

ちと季節の花を共有しています。小川沿いは近隣の方の散歩にもよく使われているようです。犬を散歩

している近隣の方とすれ違うと、子どもたちは犬に手を振ったり、近隣の方が「かわいいわね」と足を

止めて、声をかける場面も多く見られました。保育者は生き物や自然物、また地域のさまざまな方との

触れ合いができるよう配慮して散歩を行っていました。 

道中にはいくつかの段差がありましたが、段差のある場所では、子どもたちに「ちょっとガッタンす

るからね」とその都度呼びかけ、立っている子どもたちが転倒しないよう安全面への配慮も十分に感じ

られました。遊歩道はまだまだ続きますが、もうすぐ昼食なので保育者が園に戻ることを子どもたちに

告げて折り返します。帰り道も鴨を見たりおしゃべりしたり、道行く人と挨拶を交わしたりしながら始

終和やかな雰囲気で園に戻りました。 

散歩から帰ってきた子どもたちは自分でまず帽子を脱ぎます。そして保育者が服を脱いでくださいと

伝えると、小さい手で一生懸命に上着に手をかけ脱ごうとします。保育者はその様子をそばでゆったり

と見守っています。また、保育者が子どもたちに、「靴のマジックテープをバリバリしてね」と言うと、

一生懸命にマジックテープに手をかけます。上手に外せると保育者は、「出来たね～」と嬉しそうに笑

顔で見つめます。一人ひとりの子どもたちが帰園後の準備を終えると、給食の時間です。保育者にスプ

ーンで食べ物を少しずつ介助してもらい、モグモグと美味しそうに食べる子どもたちの姿が見られまし

た。 

 

□1 歳児クラス 

子どもたちは椅子に座り、保育者と一緒に手遊びを楽しんでいます。「とんとんとん」とリズムに合
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わせ手を動かし歌ったり、豆まきの歌では、子どもたちが指で自分の頭に角を作って歌ったり、「おに

はそと」のフレーズに合わせて、小さく握った手をぱっと広げ鬼に豆を撒く真似をしています。一人ひ

とりがリズムに合わせて楽しそうに参加しています。 

手遊びを楽しんだ後は、保育者の合図で、みんなで朝の挨拶をします。「先生おはよ、みなさんおは

よ」と身振り手振りしながら元気よく朝の歌を唄います。歌を唄え終えた後は、子どもたちは椅子に座

り、保育者からインタビューを受けます、保育者は、一人ひとりの子どもたちの傍に行き、しゃがんで

子どもと目を合わせると、保育者の手をマイクに見立てて「あなたのお名前は？」と話しかけると、子

どもは自分の名前を答えていきます。元気よく答える子もいれば、恥ずかしそうに答える子もいますが、

保育者は一人ひとりのありのままの姿を受け入れ、一人ひとりにゆったりと関わっています。インタビ

ューを終えると保育者は子どもたちが大好きなキャラクターが登場する歌を唄います。子どもたちは、

歌に出てくるキャラクターの姿に合わせて、自分の手のひらを耳などに見立てるなど、動きと歌を楽し

みます。子どもたちの心が一つになったようです。その後は、ゆったりと絵本を楽しみます。保育者は

準備していた絵本を読みました。子どもたちは興味をもって、話に聞き入っていました。 

 

 

□2 歳児クラス 

食育の時間です。テーブルの上には昆布巻き、椎茸、かまぼこ、栗きんとん、海老、伊達巻きなどの

おせち料理の材料と重箱の絵の切り抜きが置いてあります。保育者の説明の後、子どもたちは食べ物の

切り抜きを重箱へ盛り付けて、おせち料理を完成させるようです。子どもたちが、のりでおせち料理の

材料を貼りやすいように、保育者が紙を押さえたり、貼りやすいように重箱の絵を動かすなど、個々に

応じた援助をしています。保育者はせかすことなく、穏やかに一人ひとりの子どものペースで出来るよ

う作品作りを手伝っていきます。 

完成したおせち料理を、食べて欲しいと子どもたちが保育者に伝えます。保育者は絵のおせち料理を

手で掴み、ぱくぱくと食べる真似をして「美味しいね」と子どもに笑いかけます。子どももにっこりと

笑い返します。そして保育者が「今日の給食にもこの絵の椎茸と人参が入っているんだよ」と伝えると、

子どもたちは興味津々で話を聞いていました。 

食育が終わり、保育者が園庭に遊びに行くことを伝えると、子どもたちは大喜びです。子どもたちは

自分で帽子を被り上着を着て、みんなあっという間に一列に並び電車の形を作りました。園庭へ向かう

途中、保育者が子どもの上着のボタンをしっかり留めたり、嬉しくてぴょんぴょん飛び跳ねている子ど

もには、その気持ちを共有し、落ち着いて遊べるよう関わっていました。 

園庭では子どもたちが自分の好きな遊びをそれぞれで楽しんでいます。保育者はその様子を見守りつ

つ、一人ひとりの子どもたちが十分に園庭遊びを楽しめるよう援助し提案しました。その後は、給食で

す。保育者は一人ひとりの子どもたちの様子を見守りつつ、「スープのお代わりあるよ」「リンゴのお代

わりあるよ」と伝え、丁寧によそっています。子どもたちは食べ終わると自分で食器を片づけて、保育

者と一緒に午睡の準備をします。 
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□3 歳児クラス 

3 歳児の保育室です。一人ひとりの子どもたちが落ち着いて生活しやすいよう環境を整えています。

子どもたちが日ごろ使うイスとテーブルは、木製で温かみを感じる明るい色です。棚の中も整頓されて

おり、必要な物が使いやすいよう整えています。壁に掛けられている時計の数字の横にシールが貼って

あります。1 の横には「５」、２の横には「１０」というように 3 歳児の子どもたちが時計を見た時に 5

分、10 分と理解できるよう工夫されています。また、壁には子どもたちが描いた絵が飾ってあります。 

散歩から帰ってきた子どもたちは、昼食の準備に取り掛かります。テーブルの上を消毒液で拭いてい

る保育者のそばで、一人ひとりに子どもたちが上着を脱ぎ、脱いだ上着を小さなハンガーにかけると、

廊下にある洋服掛けの場所へ自分で掛けに行きます。子どもたちは自分の服を片づけ終えると、トイレ

へ行くなど支度を進めていきます。 

その間に保育者は、感染症予防のために子どもたちのテーブルの上に手作りの透明の仕切り版を置い

たり、昼食を取りに行ったりと準備を進めていきます。一人の子どもが保育者の傍に寄り、水筒を差し

出しました。保育者は子どもの目線に屈み、「何をすればいいんですか？」と優しく問いかけます。子

どもが恥ずかしそうにしていると、保育者はゆったりと待ち、自分の思いを言葉で伝えられるよう促し

ています。子どもが「お茶ください」と伝えました。保育者は「何をしてほしいかわかりました、お茶

がいるんですね。」と、自分で伝えられたことを十分に褒めると、子どもは照れながら嬉しそうな表情

をしていました。 

その後、保育者は子どもたちに「おトイレにいきましたか？」と、食事の前に確認し、食べている途

中でトイレへ行かなくてもいいよう、食事の前に済ませておくことが大切だと子どもたちに伝えていま

した。子どもたちは元気よく手を上げて「行きましたー」と答え、給食の時間となりました。 

 

 

□4 歳児クラス 

保育室で子どもたちがコロナ禍において密を避けるために間隔を取りながら並び、保育者のピアノに

合わせて、元気な声で歌っています。そこへ、先程登園してきた子どもが保育室の入口で元気よくみん

なに向かって挨拶しました。保育室の中から「おはよー」と返事が返ってきます。挨拶を終えると、自

分のリュックから荷物を取り出していき慣れた様子で水筒を保育者に手渡します。その後、1 日の着替

えなどを決められた場所へ自分で置きに行き、上着をハンガーに掛け、履いている靴下は脱いでたたん

でから自分専用の箱の中へ片づけていきます。とてもテンポよく朝の準備を行い、日ごろの生活習慣が

身についていることが窺えます。そして一通りの朝の準備を終えると、みんなの中に入って一緒に歌を

歌いだしました。 

午前中の活動を終え、昼食の時間です。4 歳児と 5 歳児は一緒に昼食を食べます。遊び道具や本を片

づけるように保育者が子どもたちに声をかけると、子どもたちは遊んでいたものを片づけ、順にテーブ

ルに着きだしました。保育室内には、静かな音楽が流れだし配膳が始まります。配膳が終わると、当番

の子どもが前に出てきて「キーマスパゲッティありますか？」「スイートポテトサラダありますか？」

ときちんと揃っているかを一つひとつ尋ねていきます。尋ねられた子どもたちは、「ありまーす」と大
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きな声で答えていき、全部揃っていることが確認できたところで「いただきます」の挨拶とともに食事

が始まります。保育者は、お代わりができることを伝えています。また、「パスタは混ぜて食べた方が

美味しいよ」と子どもたちに話しかけると、あちらこちらから「もう混ぜてるー」と返事が返ってきま

した。「それはすみません」といたずらっぽく返答する保育者、その様子を見てくすっと笑う子どもた

ちがいます。食べ終わった子どもは自分で食器を片付けていきます。 

 

□5 歳児クラス 

園庭遊びです。保育者の前に、子どもたちが集まり保育者の掛け声に合わせアキレス腱を伸ばしたり、

腰や腕を伸ばしたりするなど、準備体操を始めます。準備体操が終わると、保育者が水を入れたジョー

ロを持って、園庭の砂の上に水を垂らして大きな四角い枠を描きました。その中に子どもたちが入り、

枠の外から保育者が子どもたちに向かってボールを転がしていきます。子どもたちは、ボールに当たら

ないよう、キャーキャーと声をあげ楽しそうに逃げています。一人の子どもの足にボールが当たりまし

た。今度はその子どもも枠の外に出て、保育者と一緒に枠の中の子どもたちに向かってボールを当てに

いきます。  

その後、何度かボールを当てる子どもが交代しました。逃げている途中で転んでしまう子もいました

が、子どもたちは転んだ子どもに向かってボールを当てるようなことはせずルールを守りながら楽しく

遊んでいます。そしてボール遊びの後は、追いかけっこや、園庭にある大型の複合遊具などで自由に遊

んでいます。遊具には下から上の方まで縄の網が張ってあり、その網を伝って遊具の上まで登ることが

できます。遊具の横の壁は、ボルダリングもできるようになっており、遊具の下にマットが敷かれてい

る日は、上からマットにめがけてダイナミックに飛び降りて遊ぶこともできるそうです。 

保育者が大縄跳びの準備をすると子どもたちが何人か集まってきて縄跳び遊びが始まりました。保育

者が大きく回す縄の中で、何回飛び続けることができるかを、一人ずつチャレンジしています。子ども

たちは次々にチャレンジし、見事に 80 回以上も飛び続けた子どももいました。保育者は子どもたちを

見守りながら、子どもの意欲に応え、縄を回し続けています。そんな保育者に子どもたちは、抱きつい

たりするなど、スキンシップを計りながら、朝のひと時を過ごしていました。 
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共通評価基準（45 項目）Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

1 理念・基本方針 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 理念、基本方針が確立・周知

されている 

1 理念、基本方針が明文化され周知

が図られている。 

□理念、基本方針が法人、保育所内の文書や広

報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記

載されている。 

□理念は、法人、保育所が実施する保育の内容

や特性を踏まえた法人、保育所の使命や目指す

方向、考え方を読み取ることができる。 

□基本方針は、法人の理念との整合性が確保さ

れているとともに、職員の行動規範となるよう

具体的な内容となっている。 

□理念や基本方針は、会議や研修会での説明、

会議での協議等をもって、職員への周知が図ら

れている。 

□理念や基本方針は、わかりやすく説明した資

料を作成するなどの工夫がなされ、保護者等へ

の周知が図られている。 

□理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的

な取組を行っている。 

□理念や基本方針を保護者会等で資料をもと

に説明している。（保育所） 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・園の保育目標は、「心身ともに健康な子」「思いやり

のある優しい子」「あきらめない強い子」「あいさつの

できる子」を掲げ、玄関に掲示するとともに、園案内

などでは、目標とともに、「愛情あふれる触れ合いの

中で子ども達にやさしさ・つよさ・生きる力の基礎を

育みます」という記載があります。 

・職員へは、入社時に教育経営計画書、入園のしおり

などに沿って説明するとともに園内研修や職員会議

などを通して周知しています。 

・保護者へは、入園時に入園のしおりに沿って説明す

るとともに、行事での園長の挨拶の際に、保育目標と

照らし合わせた行事への取り組みについて話すこと

で周知を図っています。 

 

 

2 経営状況の把握 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 経営環境の変化等に適切に対

応している 

2 事業経営をとりまく環境と経営状

  
・保育業界を取り巻く環境と経営状況の把握について

は、本部で月に 1 回行われる園長会や区の園長会を通

して情報を共有しています。本部の園長会では法人会
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況が的確に把握・分析されている。 

□社会福祉事業全体の動向について、具体的に

把握し分析している。 

□地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把

握し分析している。 

□子どもの数・利用者（子ども・保護者）像等、

保育のニーズ、潜在的利用者に関するデータを

収集するなど、法人（保育所）が位置する地域

での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分

析している。 

□定期的に保育のコスト分析や保育所利用者

の推移、利用率等の分析を行っている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

長から、待機児童を含めた将来の保育所のあり方など

の話があり、社会福祉事業全体の動向についての把握

につながっています。また、区の園長会では、区内の

中での待機児童の推移や、0 歳児の入所率などの把握

に努め、分析につなげています。 

・月に 1 回実施される、本部での園長会では、園の定

員と待機児童数、地域の情報、区からの情報について、

数値や具体的な内容を報告書としてまとめ分析につ

なげています。 

 

3 経営課題を明確にし、具体的な取

り組みを進めている。 

□経営環境や保育の内容、組織体制や設備の整

備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分

析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らか

にしている。 

□経営状況や改善すべき課題について、役員

（理事・監事等）間での共有がなされている。 

□経営状況や改善すべき課題について、職員に

周知している。 

□経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組

が進められている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

・園の経営課題として、保育の質の向上を取り挙げて

います。具体的な保育実践として、援助する場面と見

守る場面を見極めて子どもと関わることや、新任職員

へは、オムツ替えなどの生活面や衛生面に関するこ

と、また文章の書き方など、基本的事項を中心に伝え、

職員のスキルアップにつなげています。 

・課題については、本部の園長会や職員会議等で共有

し具体的な取り組みにつなげています。本部では、カ

リキュラム委員会が実施され、標準的な保育の実施方

法について検討されています。園内においても、検討

されているカリキュラム内容を伝えるとともに、カリ

キュラム内容と園の保育実践を照らし合わせ、今後の

取り組むべき、具体的な保育実践について伝えていま

す。 

 

3 事業計画の策定 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 中・長期的なビジョンと計画

が明確にされている 

4 中・長期的なビジョンを明確にし

た計画が策定されている。 

□中・長期計画において、理念や基本方針の実

現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 

 

 

A 

 

 

B 

・中・長期計画は副主任、リーダーと共有しながら主

に園長が作成しています。作成の際は保護者アンケー

トの内容も踏まえて作成しています。計画には、基本

理念、園運営理念、園基本方針、園の目標が掲げられ、

目標設定と行動計画が項目ごとに記載されています。

項目には、各年度の運営の基本、教育・保育内容、環



12 

 

□中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・

改善に向けた具体的な内容になっている。 

□中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等

を設定することなどにより、実施状況の評価を

行える内容となっている。 

□中・長期計画は必要に応じて見直しを行って

いる。 

  

 

 

境整備、職員研修、地域活動、保護者支援が挙げられ、

全体を総括した、3 年後、5 年後、10 年後の目標も記

載されています。今後は、数値目標や具体的な成果等

を設定することなどにより、実施状況の評価を行える

内容になることが期待されます。 

・計画は年度末に定期的に振り返るとともに、必要に

応じて見直しを実施しています。 

5 中・長期計画を踏まえた単年度の

計画が策定されている。 

□単年度の計画には、中・長期計画の内容を反

映した単年度における事業内容が具体的に示

されている。 

□単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内

容となっている。 

□単年度の事業計画は、単なる「行事計画」に

なっていない。 

□単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成

果等を設定することなどにより、実施状況の評

価を行える内容となっている。 

 

 

A 

 

 

 

B 

 

・中・長期計画を基に、年間研修計画や保護者との連

携に関する計画などを具体的な単年度計画に反映さ

せ記載しています。今後は、中・長期計画に記載され

ている、教育・保育内容、環境整備、地域活動につい

ても、中・長期計画の内容と関連付けた計画の作成が

期待されます。 

・実施状況の評価については、入所児童数や、成果内

容の記述、また保護者アンケートの満足度などを通し

て行っています。 

（２） 事業計画が適切に策定されて

いる 

6 事業計画の策定と実施状況の把握

や評価・見直しが組織的に行われ、職

員が理解している。 

□事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反

映のもとで策定されている。 

□計画期間中において、事業計画の実施状況

が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづ

いて把握されている。 

□事業計画が、あらかじめ定められた時期、手

順にもとづいて評価されている。 

□評価の結果にもとづいて事業計画の見直し

を行っている。 

□事業計画が、職員に周知（会議や研修会にお

ける説明等が）されており、理解を促すための

取組を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・事業計画は、職員会議にて前年度の振り返りを行い、

職員の意見を反映させ策定しています。また、行事の

実施時期などについては、行事後の保護者アンケート 

を踏まえ、計画に反映させています。 

・年度末の職員会議において、事業計画の内容を職員

と共有し、次年度の計画に反映させています。 

・事業計画書には、保育所の運営方針と保育目標、保

護者との連携の計画、職員の研修計画、児童・職員の

健康管理計画などが記載され、事業報告書にて具体的

な実施内容や取り組み内容が記載されています。 

 
 

7 事業計画は、保護者等に周知され、

理解を促している。 
  

・事業計画書に記載がある、行事計画や防災訓練計画

などは園だよりを通じて保護者へ伝えています。ま
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□事業計画の主な内容が、保護者等に周知（配

布、掲示、説明等）されている。 

□事業計画の主な内容を保護者会等で説明し

ている。 

□事業計画の主な内容を分かりやすく説明し

た資料を作成するなどの方法によって、保護者

等がより理解しやすいような工夫を行ってい

る。 

□事業計画については、保護者等の参加を促す

観点から周知、説明の工夫を行っている。 

 

A 

 

 

A 

 

た、保健計画については、保健だよりを通して具体的

な取り組み内容や身体測定、内科健診、歯科検診など

の予定を伝えています。 

・年に 2 回、保護者 3 名、園長、系列園園長、本部職

員が参加しての運営委員会が開催されます。その際

に、事業計画の内容について資料として使用し、説明

しています。 

 

 

4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 質の向上に向けた取組が組織

的・計画的に行われている 

8 保育の質の向上に向けた取組が組

織的に行われ、機能している。 

□組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の

質の向上に関する取組を実施している。 

□保育の内容について組織的に（C：Check）

を行う体制が整備されている。 

□定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回

以上自己評価を行うとともに、第三者評価等を

定期的に受審している。 

□評価結果を分析・検討する場が、組織として

位置づけられ実行されている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

 

・週案や月間指導計画など、各種指導計画については、

実施内容、反省及び評価を記載し園長が確認すること

で組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の質の向

上に関する取り組みを実施しています。園長は、指導

計画を確認する際、乳児に関しては保育者が手を出し

過ぎていないか、必要に応じた見守りを実施している

かどうかなどについて、幼児については子どもたち同

士での関わり合いなどについて確認し、必要に具体的

な保育の配慮事項を伝えています。また、食育活動を

毎月 1 回は取り入れることなども伝えています。 

・園全体の自己評価の一環として、法人全体で行われ

る園に対する保護者アンケートを実施し、内容につい

ては職員会議で改善案を出し合うなど、検討する場

が、組織として位置づけられ実行されています。 

9 評価結果にもとづき保育所として

取組むべき課題を明確にし、計画的な

改善策を実施している。 

□評価結果を分析した結果やそれにもとづく

課題が文書化されている。 

□職員間で課題の共有化が図られている。 

□評価結果から明確になった課題について、職

員の参画のもとで改善策や改善計画を策定す

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・年に 1 回、法人全体で行われる園に対する保護者ア

ンケートを分析し、課題を明確にしています。課題の

一つとして、保護者より「職員間の伝達不足」が取り

上げられました。 

・課題への具体的な取り組みとして、「職員間の伝達

方法への取り組みについて、保護者へ周知すること」

が挙げられ、職員会議等で共有が図られています。保

護者へは、具体的な伝達方法として「朝と昼に各クラ
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る仕組みがある。 

□評価結果にもとづく改善の取組を計画的に

行っている。 

□改善策や改善の実施状況の評価を実施する

とともに、必要に応じて改善計画の見直しを行

っている。 

スからの伝達事項として、子どもの様子や特記事項等

を共有していること」、また「共有された内容は職員

共有ノートに記載し、全職員で共有していること」を

伝えることで、保護者の理解を図る取り組みが行われ

ました。 

 

 

Ⅱ 組織の運営管理 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 管理者の責任が明確にされて

いる 

10 施設長は、自らの役割と責任を

職員に対して表明し理解を図ってい

る。 

□施設長は、自らの保育所の経営・管理に関す

る方針と取組を明確にしている。 

□施設長は、自らの役割と責任について、保育

所内の広報誌等に掲載し表明している。 

□施設長は、自らの役割と責任を含む職務分掌

等について、文書化するとともに、会議や研修

において表明し周知が図られている。 

□平常時のみならず、有事（災害、事故等）に

おける施設長の役割と責任について、不在時の

権限委任等を含め明確化されている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・施設長の役割は、職務分担表に記載されています。

具体的には、新入園児の受け入れや保護者とのコミュ

ニケーション、人事管理や職員会議の開催等の役割が

具体的な内容とともに記載され、職員に周知していま

す。 

・施設長は、職員会議等を通じて、施設長の役割とし

て、最終責任を取る立場であることや、職員の育成や

評価をする立場であることを折に触れて伝えていま

す。 

・有事における施設長の役割は、緊急連絡体制の表が

作成され、職員室に掲示されています。不在時は、副

主任が担当することなど権限委任等を含め、職員に周

知しています。 

11 遵守すべき法令等を正しく理解

するための取組を行っている。 

□施設長は、遵守すべき法令等を十分に理解し

ており、利害関係者（取引事業者、行政関係者

等）との適正な関係を保持している。 

□施設長は、法令遵守の観点での経営に関する

研修や勉強会に参加している。 

□施設長は、環境への配慮等も含む幅広い分野

について遵守すべき法令等を把握し、取組を行

 

 

A 

 

 

A 

・月に 1 回行われる本部での園長会において、各部門

の担当から労働基準法に関することや個人情報保護

法に関することなどについて説明があり、説明内容よ

り遵守すべき法令等についての理解に努めています。 

・職員に対して遵守すべき法令等を周知する取り組み

の一つとして、職員会議等において、こどもの森のお

やくそくについて確認しています。こどもの森のおや

くそくには、保育の指導基準として、子どもの人権に

関連する内容や、NG 用語集などが記載され、施設長
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っている。 

□施設長は、職員に対して遵守すべき法令等を

周知し、また遵守するための具体的な取組を行

っている。 

は職員に周知するとともに、遵守するための具体的な

取り組みにつながっています。 

（２） 管理者のリーダーシップが発

揮されている 

12 保育の質の向上に意欲をもち、

その取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、保育の質の現状について定期的、

継続的に評価・分析を行っている。 

□施設長は、保育の質に関する課題を把握し、

改善のための具体的な取組を明示して指導力

を発揮している。 

□施設長は、保育の質の向上について組織内に

具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極

的に参画している。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

意見を反映するための具体的な取組を行って

いる。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

教育・研修の充実を図っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・園長は、月に 1 回行われる乳児会議幼児会議に参加

し、必要に応じて具体的な保育実践における配慮事項

を職員に伝え、定期的、継続的に評価、分析を行って

います。 

・保育の質に関する取り組みとして、行事への取り組

みについて指導力を発揮しています。具体的には、行

事を通して、「やり遂げる達成感」や園目標にもある

「あきらめない気持ち」などが育まれるよう、年齢に

応じた具体的な取り組み方などについて、職員と共有

しています。 

・職員の教育、研修の充実として、本部主催の研修に

参加するとともに、自治体主催の研修への参加、また

毎月行われる園内研修などが挙げられます。園内研修

では、嘔吐処理研修や救急救命、午睡の必要性につい

て、手作りおもちゃなどをテーマに挙げるなど、その

都度、園の実情に合わせた必要な内容を実施していま

す。 

 

13 経営の改善や業務の実効性を高

める取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を

行っている。 

□施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向

けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、

具体的に取り組んでいる。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、組織内に同様の意識を形成するため

の取組を行っている。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性を高め

るために組織内に具体的な体制を構築し、自ら

もその活動に積極的に参画している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・月に 1 回、本部に報告する報告書には、園児数や職

員状況、保護者からの声や地域情報などを記載し、分

析につなげています。 

・職員の働きやすい環境整備の一環として、早番、遅

番、土曜日勤務などの勤務形態への配慮や、有給取得

のしやすさなどの取り組みが挙げられます。 

・園長会で取り上げられた内容については、職員に必

ず伝達し、組織内に同様の意識を形成するための取り

組みにつなげています。 

・行事の際には、行事担当者と園長が相談し企画書素

案を作成します。作成された企画書は職員会議で共有

され、行事内での担当者ごとにスケジュールに沿って

準備が進められ、実施後には全職員で振り返りを行い

ます。また、子どもたちの興味に応じた行事のテーマ

を決め、テーマに沿った競技名や音楽を決めるなどの

取り組みも実施されています。 
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２ 福祉人材の確保・育成 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 福祉人材の確保・育成計画、

人事管理の体制が整備されている 

14 必要な福祉人材の確保・定着等

に関する具体的な計画が確立し、取組

が実施されている。 

□必要な福祉人材や人員体制に関する基本的

な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方

針が確立している。 

□保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、

必要な福祉人材や人員体制について具体的な

計画がある。 

□計画にもとづいた人材の確保や育成が実施

されている。 

□法人（保育所）として、効果的な福祉人材確

保（採用活動等）を実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・教育経営計画書において「組織に関する方針」「運

営に関する方針」「職員に対する方針」などで、必要

な福祉人材や人員体制に関する基本的な考え方や、福

祉人材の確保と育成に関する方針が示されています。 

・本部研修では、年間を通じて、経験年数に応じた階

層別の研修が計画され、実施されています。また園内

においては、職務分担表に記載されている、役割と具

体的な内容に応じて必要な指導を行うことで、育成に

つなげています。さらに、みなし保育士研修を計画的

に受講するなどの取り組みも実施されています。 

・採用活動として、職員の出身校への訪問や手紙の送

付、また採用に関するポスターを作成し、町内に掲示

するなどの取り組みが実施されています。 

15 総合的な人事管理が行われてい

る。 

□法人（保育所）の理念・基本方針にもとづき

「期待する職員像等」を明確にしている。 

□人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等

に関する基準）が明確に定められ、職員等に周

知されている。 

□一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や

職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を

評価している。 

□職員処遇の水準について、処遇改善の必要性

等を評価・分析するための取組を行っている。 

□把握した職員の意向・意見や評価・分析等に

もとづき、改善策を検討・実施している。 

□職員が、自ら将来の姿を描くことができるよ

うな総合的な仕組みづくりができている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・教育経営計画書において、「子どもに対する方針」「保

護者に対する方針」「仕事における基本的な考え方」

「職員の未来像」などで「期待する職員像等」を明確

にしています。 

・人事基準については就業規則にて、採用、配置、異

動、昇進・昇格等に関連する事項が定められ、職員が

いつでも閲覧できるようになっています。 

・年に 2 回行われる園長との面談において、スタッフ

シートを使用し貢献度を評価しています。スタッフシ

ートは職員の自己評価及び園長の評価を記載する形

式となっています。また、栄養士や看護師などは職種

に応じた専用のスタッフシートが設けられています。 

・年に 1 回、園長は各職員の評価シートを作成します。

評価シートを通して各職員の貢献度を評価、分析し、

昇給などの処遇改善につなげています。 

・職員の未来像として、「教育経営計画書」に、アド

ミニストレーションコース、マネジメントコース、ス

ペシャリストコースの 3 分野を提示しています。今後

は、職員が自ら将来の姿を描くことができるような総
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合的な仕組みづくりが期待されます。 

（２） 職員の就業状況に配慮がなさ

れている 

16  職員の就業状況や意向を把握

し、働きやすい職場づくりに取組んで

いる。 

□職員の就業状況や意向の把握等にもとづく

労務管理に関する責任体制を明確にしている。 

□職員の有給休暇の取得状況や時間外労働の

データを定期的に確認するなど、職員の就業状

況を把握している。 

□職員の心身の健康と安全の確保に努め、その

内容を職員に周知している。 

□定期的に職員との個別面談の機会を設ける、

職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、

職員が相談しやすいような組織内の工夫をし

ている。 

□職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利

厚生を実施している。 

□ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を

行っている。 

□改善策については、福祉人材や人員体制に関

する具体的な計画に反映し実行している。 

□福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅

力を高める取組や働きやすい職場づくりに関

する取組を行っている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・勤怠システムを導入し、職員の有給休暇の取得状況

や時間外労働のデータを定期的に確認するなど、職員

の就業状況を把握しています。 

・非常勤職員が保育に入ることで、事務作業の時間を

確保するなど、業務の効率化、定時退勤の推進を図り、

職員の心身の健康確保に努めています。また、夏休み

などの長期休暇に関しては、夏期だけではなく、期間

に幅を持ち希望に応じて長期休暇が取得できるよう

配慮しています。 

・ワーク・ライフ・バランスに配慮した取り組みとし

て、時短勤務制度などを取り入れています。また、年

に 2 回の園長面談の他に、随時必要に応じて面談を行

うとともに、本部の相談窓口でも相談ができる体制を

整えるなど、職員が相談しやすいよう配慮していま

す。 

・組織の魅力を高める取り組みや働きやすい職場づく

りの一環として、職員の誕生会を実施しています。誕

生会の際はコメントを寄せた色紙をプレゼントする

などの取り組みが実施されています。 
 

（３） 職員の質の向上に向けた体制

が確立されている 

17 職員一人ひとりの育成に向けた

取組を行っている。 

□組織として「期待する職員像」を明確にし、

職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが

構築されている。 

□個別面接を行う等保育所の目標や方針を徹

底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひ

とりの目標が設定されている。 

□職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、

目標水準、目標期限が明確にされた適切なもの

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・期待する職員像については、事業計画書や就業規則

教育経営計画書に明示されています。 

・年に 2 回実施される園長との面談では、スタッフシ

ートを使用し項目ごとの具体的な取り組み状況を確

認しています。また、半期ごとにスタッフシートを振

り返るなど、適切に進捗状況の確認が行われていま

す。 

・職員は月ごとの個人目標を記載し、取組んでいます。

月ごとの目標は、毎月行われる、全体ミーティングで

振り返られ、次月に向けての個人目標の設定につなげ

ています。 
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となっている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、中

間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行

われている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、年

度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標

達成度の確認を行っている。 

18 職員の教育・研修に関する基本

方針や計画が策定され、教育・研修が

実施されている。 

□保育所が目指す保育を実施するために、基本

方針や計画の中に、「期待する職員像」を明示

している。 

□現在実施している保育の内容や目標を踏ま

えて、基本方針や計画の中に、保育所が職員に

必要とされる専門技術や専門資格を明示して

いる。 

□策定された教育・研修計画にもとづき、教

育・研修が実施されている。 

□定期的に計画の評価と見直しを行っている。 

□定期的に研修内容やカリキュラムの評価と

見直しを行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・期待する職員像は教育経営計画書に明示されており

毎日実施される職員会議で読み合わせをしています。 

・職員に必要とされる専門技術等については、職員職

務分担表や担当表に示されています。 

・事業計画書には、法人で主催される研修内容が、経

験年数や職種別別研修、またテーマごとの研修など年

間を通して計画されています。 

・研修計画の見直しについては、年度末の職員会議に

て実施される、事業計画の見直しとともに行われま

す。年度ごとの研修受講状況については、事業報告書

にまとめられ、次年度の研修受講計画に反映させてい

ます。 

19 職員一人ひとりの教育・研修の

機会が確保されている。 

□個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取

得状況等を把握している。 

□新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配

慮した個別的な OJT が適切に行われている。 

□階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の

機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・

技術水準に応じた教育・研修を実施している。 

□外部研修に関する情報提供を適切に行うと

ともに、参加を勧奨している。 

□職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加で

きるよう配慮している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・新任職員に対しては、こどもの森のおやくそくや、

教育経営計画書について読み合わせをし、勤務に対す

る心構えや子どもへの関わり方、また文章の書き方な

どについて、個別的な OJT が行われています。 

・各職員の経験や習熟度に合わせた研修として、本部

が主催する階層別研修があり、職員は勤務時間内に受

講し、職員の職務や必要とする知識・技術の習得に努

めています。また、園内研修では、看護師も含め、毎

月担当者を決め、嘔吐処理研修や救急救命研修、子ど

もの人権に関する研修など、その都度、園の実情に合

わせた研修を実施しています。 

・研修受講に関しては、外部業者と提携しており、オ

ンラインなども利用して年間を通して受講できる体

制があります。 

（４） 実習生等の福祉サービスに関

わる専門職の研修・育成が適切に行わ
  

・実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成に関す

る実習生マニュアルが整備され、例年、数名の実習生
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れている 

20 実習生等の保育に関わる専門職

の研修・育成について体制を整備し、

積極的な取組をしている。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

に関する基本姿勢を明文化している。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

についてのマニュアルが整備されている。 

□専門職種の特性に配慮したプログラムを用

意している。 

□指導者に対する研修を実施している。 

□実習生については、学校側と、実習内容につ

いて連携してプログラムを整備するとともに、

実習期間中においても継続的な連携を維持し

ていくための工夫を行っている。 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

 

を受け入れています。職員には、実習生が実習に入る

前に、実習生に応じた実習プログラム等について周知

しています。 

・指導者に対する研修として、本部主催で行われる、

実習生受け入れ研修を実施しています。 

・実習開始前には実習生とのオリエンテーションを実

施し、実習プログラム等の確認をしています。また、

実習期間中においては、担当教員による巡回を通じて

学校と連携しています。 

 

 

３ 運営の透明性の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 運営の透明性を確保するため

の取組が行われている 

21 運営の透明性を確保するための

情報公開が行われている。 

□ホームページ等の活用により、法人、保育所

の理念や基本方針、保育の内容、事業計画、事

業報告、予算、決算情報が適切に公開されてい

る。 

□保育所における地域の福祉向上のための取

組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談

の体制や内容について公表している。 

□第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や

内容にもとづく改善・対応の状況について公表

している。 

□法人（保育所）の理念、基本方針やビジョン

等について、社会・地域に対して明示・説明し、

法人（保育所）の存在意義や役割を明確にする

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・保育所の目標や、保育の内容、年間行事予定などは

園のホームページや園のしおりなどにより適切に公

開されています。また、園概要等について、区の情報

誌である「このゆびと～まれ」に掲載しています。 

・事業計画書については、園だよりや運営委員会など

を通して、保育内容や年間行事など、計画に関連する

項目について伝えています。 

・苦情・相談の体制や内容については、重要事項説明

書に苦情解決責任者や苦情解決に関する規定などに

ついて記載され、入園時に保護者に説明しています。

また、苦情解決制度の内容が園内に掲示されています 

・地域に向けた取り組みとして、見学者へ園の概要や

取り組み内容について説明しています。また、見学者

や地域の方を対象として、例年、夏祭りなどの園行事

への招待を実施しています。 

・今後、第三者評価の受審に伴い、結果内容にもとづ

く具体的な対応等について公表予定です。 
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ように努めている。 

□地域へ向けて、理念や基本方針、事業所で行

っている活動等を説明した印刷物や広報誌等

を配布している。 

 

22 公正かつ透明性の高い適正な経

営・運営のための取組が行われてい

る。 

□保育所における事務、経理、取引等に関する

ルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、

職員等に周知している。 

□保育所における事務、経理、取引等について

内部監査を実施するなど、定期的に確認されて

いる。 

□保育所の事業、財務について、外部の専門家

による監査支援等を実施している。 

□外部の専門家による監査支援等の結果や指

摘事項にもとづいて、経営改善を実施してい

る。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・園の運営管理においては、本部と園とで役割が決め

られています。園では勤怠システムを利用し、職員の

出勤状況や有給取得状況などについて把握していま

す。また、小口現金管理を行い、月の予算に応じて、

園長決裁で必要物の購入等を実施しています。高額な

購入物の際は、本部に申請後、承認を得て購入してい

ます。 

・保育所における事務、経理、取引等については、毎

月の園経費の報告の際に、本部の経理担当者により確

認されています。また、市の監査を受け、結果や指導

事項にもとづいて、経営改善を実施しています。 

 

 

４ 地域との交流、地域貢献 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 地域との関係が適切に確保さ

れている 

23 子どもと地域との交流を広げる

ための取組を行っている。 

□地域との関わり方について基本的な考え方

を文書化している。 

□活用できる社会資源や地域の情報を収集し、

掲示板の利用等で保護者に提供している。 

□子どもの個別的状況に配慮しつつ地域の行

事や活動に参加する際、職員やボランティアが

支援を行う体制が整っている。 

□保育所や子どもへの理解を得るために、地域

の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設

けるなどの取組を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・全体的な計画には、地域の行事に参加することなど、

基本的な考え方について記載されています。 

・病児保育や自治体からの情報など、活用できる社会

資源や地域の情報を収集し、玄関に掲示しています。 

また、必要に応じて配布したり、個別面談時に自治体

からの情報について説明することもあります。 

・区の公園事務局と連携し、公園の整備に取り組んで

います。公園の花壇に花を植えるなどの際は、職員は

ボランティアとして活動に参加しています。 

・地域の人々との交流の一環として、年長児を対象と

する区の保育祭りに参加しています。保育祭りでは歌

や劇などを鑑賞しています。また、近隣の公立園や系

列園と定期的な交流を行うなどの取り組みを実施し

ています。 
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□個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地

域における社会資源を利用するよう推奨して

いる。 

 

 

 

24 ボランティア等の受入れに対す

る基本姿勢を明確にし体制を確立し

ている。 

□ボランティア受入れに関する基本姿勢を明

文化している。 

□地域の学校教育等への協力について基本姿

勢を明文化している。 

□ボランティア受入れについて、登録手続、ボ

ランティアの配置、事前説明等に関する項目が

記載されたマニュアルを整備している。 

□ボランティアに対して子どもとの交流を図

る視点等で必要な研修、支援を行っている。 

□学校教育への協力を行っている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・ボランティア受け入れに関する基本姿勢や、地域の

学校教育等への協力についての基本姿勢、また、その

際の守秘義務などについてはマニュアルに明文化さ

れています。 

・保育士養成校の実習生の受け入れをはじめ、例年、

高校生の福祉体験の受け入れを実施しています。受け

入れの際は、ボランティア受け入れマニュアルに沿っ

て実施し、守秘義務について説明し、同意を得ていま

す。 

（２） 関係機関との連携が確保され

ている。 

25 保育所として必要な社会資源を

明確にし、関係機関等との連携が適切

に行われている。 

□当該地域の関係機関・団体について、個々の

子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を

明示したリストや資料を作成している。 

□職員会議で説明するなど、職員間で情報の共

有化が図られている。 

□関係機関・団体と定期的な連絡会等を行って

いる。 

□地域の関係機関・団体の共通の問題に対し

て、解決に向けて協働して具体的な取組を行っ

ている。 

□地域に適当な関係機関・団体がない場合に

は、子ども・保護者のアフターケア等を含め、

地域でのネットワーク化に取り組んでいる。 

□家庭での虐待等権利侵害が疑われる子ども

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・区の担当課や担当者、また地域療育センターや児童

相談所など、関係機関の連絡先は一覧でまとめられ、

職員会議で説明し、情報共有が図られています。 

・区の園長会議への参加や、区の地域連携担当と定期

的な連絡により、日ごろより情報共有を行っていま

す。区の地域連携担当は、月に 1 回程度定期的に園を

訪問し、その際に園児や各家庭の状況などについて共

有するなどの取り組みが実施されています。 

・地域の共通の問題として、不審者情報の周知方法や

対策など、区の民生委員等と連携して取り組んでいま

す。区の民生委員は園との情報共有を通して、必要に

応じて、地域の巡回や見守りなどを実施しています。 

・家庭での虐待等権利侵害が疑われる子どもへの対応

については、必要に応じて、子ども家庭センターや児

童相談所、療育センターなどの関係機関と連携できる

体制が整っています。 
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への対応について、要保護児童対策地域協議会

への参画、児童相談所など関係機関との連携が

図られている。（保育所） 

（３） 地域の福祉向上のための取組

を行っている。 

26 地域の福祉ニーズ等を把握する

ための取組が行われている。 

□保育所（法人）が実施する事業や運営委員会

の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種

会合への参加、地域住民との交流活動などを通

じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に

努めている。 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・区の民生委員との話し合いにより、地域の不審者情

報に関する周知方法や対策などの必要性について情

報共有しています。 

・入所希望者への育児相談を実施しています。育児相

談を通して、0 歳児、1 歳児が入所できる園の必要性

など、福祉ニーズや生活課題等の把握に努めていま

す。 

27 地域の福祉ニーズ等にもとづく

公益的な事業・活動が行われている。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいて、法で定

められた社会福祉事業にとどまらない地域貢

献に関わる事業・活動を実施している。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいた具体的

な事業・活動を、計画等で明示している。 

□多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみ

ならず、地域コミュニティの活性化やまちづく

りなどにも貢献している。 

□保育所（法人）が有する福祉サービスの提供

に関するノウハウや、専門的な情報を、地域に

還元する取組を積極的に行っている。 

□地域の防災対策や、被災時における福祉的な

支援を必要とする人びと、住民の安全・安心の

ための備えや支援の取組を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・育児相談などを通して得られた、0 歳児、1 歳児が

入所できる園の必要性について、月に 1 回、本部に報

告する報告書に記載し、新規開設園の必要性について

伝えています。 

・地域コミュニティの活性化やまちづくりの一環とし

て、公園のゴミ拾いや草むしりなどを積極的に行って

います。今後は、園が有する福祉サービスの提供に関

するノウハウや、専門的な情報を、地域に還元するさ

らなる取り組みが期待されます。 
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Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

１ 利用者本位の福祉サービス 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 利用者を尊重する姿勢が明示

されている 

28 子どもを尊重した保育について

共通の理解をもつための取組を行っ

ている。 

□理念や基本方針に、子どもを尊重した保育の

実施について明示し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理

綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践す

るための取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育に関する基本姿勢が、

個々の保育の標準的な実施方法等に反映され

ている。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、組織で勉強会・研修を実施している。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要

な対応を図っている。 

□子どもが互いを尊重する心を育てるための

具体的な取組を行っている。（保育所） 

□性差への先入観による固定的な対応をしな

いように配慮している。（保育所） 

□子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する

心について、その方針等を保護者に示すととも

に、保護者も理解を図る取組を行っている。（保

育所） 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

・保育の提供に関する倫理綱領や規定等は、教育経営

計画書や全体的な計画に明示され、職員に周知してい

ます。教育経営計画書は、毎日実施される昼のミーテ

ィングに読み合わせを行うことで、職員が理解し実践

するための取り組みにつなげています。 

・子どもの人権に関する内容について、園長は、市が

主催で実施される、人権に関する研修を受講し理解を

深めています。把握された内容については、市が発行

する人権に関するパンフレットを使用し、園内研修を

実施しています。 

・子どもが互いを尊重する心を育てるための取り組み

として、日ごろの活動や行事の際などに、子ども同士

で話し合いを通して活動内容を決めていくなどの取

り組みが実施されています。また、日ごろより異年齢

で散歩に行く機会を設け、年上の子どもが年下の子ど

もを手伝うなどから互いを尊重する心の育ちにつな

げています。 

・性差への先入観への固定的な対応については、日ご

ろより男女で活動を分けるなどは行わず、遊びの中で

遊びの種類ごとのコーナーを設置し、一人ひとりが興

味に応じて遊べる環境づくりなどを実施しています。

また、生活の中でも、並ぶ際に男女で分けないなどの

取り組みが実施され、園長は気づいた際に声をかける

などの取り組みも行っています。 

・子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する心につ

いては、重要事項説明書等の説明を通して、保護者等

に理解を図る取り組みにつなげています。 

29 子どものプライバシー保護に配

慮した保育が行われている。 

□子どものプライバシー保護について、社会福

祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記

した規程・マニュアル等が整備され、職員への

 

 

 

 

・子どものプライバシーの保護については、教育経営

計画書の、子どもに対する方針などに記載され、職員

間で共有が図られています。教育経営計画書は、毎日

の昼ミーティングで読み合わせを行い、具体的な保育

内容とともに理解につなげています。 
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研修によりその理解が図られている。 

□規程・マニュアル等にもとづいて、プライバ

シーに配慮した福祉サービスが実施されてい

る。 

□一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふ

さわしい快適な環境を提供し、子どものプライ

バシーを守れるよう設備等の工夫を行ってい

る。 

□子ども・保護者にプライバシー保護に関する

取組を周知している。 

A 

 

 

 

A 

 

 

 

・トイレの際の個別対応や、身体測定やプールの着替

えの際などは、外部から見られないようカーテンを閉

めるなどの対応を行っています。 

・入園児に、保護者に対し、個人情報に関する同意書

を通してプライバシーに関する内容を説明し、同意を

得ています。 

（２） 福祉サービスの提供に関する

説明と同意（自己決定）が適切に行わ

れている 

30 利用希望者に対して保育所選択

に必要な情報を積極的に提供してい

る。 

□理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性

等を紹介した資料を、公共施設等の多くの人が

入手できる場所に置いている。 

□保育所を紹介する資料は、言葉遣いや写真・

図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容に

している。 

□保育所の利用希望者については、個別にてい

ねいな説明を実施している。 

□見学等の希望に対応している。 

□利用希望者に対する情報提供について、適宜

見直しを実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・園のホームページやしおり、区の情報誌などを通じ

て、園の概要や保育内容等について紹介しています。

ホームページの内容は、本部の担当者が定期的に確認

し、必要に応じて、言葉遣いや写真・図・絵の使用等

で誰にでもわかりやすい内容に更新しています。ま

た、園のしおりについては、園の実態に合わせ、園長

が確認し、必要に応じて修正しています。 

・見学については、電話で申し込みを受け付け、園長

または副主任で対応しています。保護者の希望に応

じ、仕事後の夜の時間帯や土曜日などに実施するな

ど、柔軟に対応しています。 

31 保育の開始・変更にあたり保護

者等にわかりやすく説明している。 

□保育の開始及び保育内容の変更時の説明と

同意にあたっては、保護者等の意向に配慮して

いる。 

□保育の開始・変更時には、保護者等がわかり

やすいように工夫した資料を用いて説明して

いる。 

□説明にあたっては、保護者等が理解しやすい

ような工夫や配慮を行っている。 

□保育の開始・変更時には、保護者等の同意を

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・保育の開始にあたっては、入園説明会や個別面接な

どで、園のしおりの内容や重要事項説明書、また持ち

物なども実物や写真を見せながら説明しています。 

・保育の変更時には、副食代の変更など、内容に応じ

て重要事項説明書を改訂するとともに、保護者へ説明

し同意を得ています。また、園だよりや保護者へのお

知らせなどの配布物に記載し説明しています。 

・アレルギーに関しては、市の指定に沿って説明し実

施しています。具体的には、市のフォーマットである

「除去食申請書に対する主治医の意見書」「除去食変

更（解除）・継続申請書」について説明し、保護者が
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得たうえでその内容を書面で残している。 

□特に配慮が必要な保護者への説明について

ルール化され、適正な説明、運用が図られてい

る。 

園に必要書類を提出しています。園は、半年に１回の

頻度でこれらの必要書類を市の健康管理委員会に提

出しています。 

32 保育所等の変更にあたり保育の

継続性に配慮した対応を行っている。 

□保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配

慮した手順と引継ぎ文書を定めている。 

□保育所の利用が終了した後も、保育所として

子どもや保護者等が相談できるように担当者

や窓口を設置している。 

□保育所の利用が終了した時に、子どもや保護

者等に対し、その後の相談方法や担当者につい

て説明を行い、その内容を記載した文書を渡し

ている。 

 

 

A 

 

 

A 

・保育所転園の際には市の書式である「異動届 保育

所等」の書類を担当窓口に園から提出しています。 

・卒園、転園後も相談があれば園長が窓口になり、相

談ができることを伝えています。また、卒園アルバム

には相談窓口としての連絡先および、メールアドレス

を記載し、必要な際に連絡ができる旨を記載していま

す。 

（３） 利用者満足の向上に努めてい

る 

33 利用者満足の向上を目的とする

仕組みを整備し、取組を行っている。 

□日々の保育のなかで、子どもの満足を把握す

るように努めている。（保育所） 

□保護者に対し、利用者満足に関する調査が定

期的に行われている。 

□保護者への個別の相談面接や聴取、保護者懇

談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に

行われている。 

□職員等が、利用者満足を把握する目的で、保

護者会等に出席している。 

□利用者満足に関する調査の担当者等の設置

や、把握した結果を分析・検討するために、検

討会議の設置等が行われている。 

□分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善

を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・子どもの満足を把握する取り組みとして、毎日実施

される、朝と昼の職員会議で共有するとともに、職員

共有ノートに記載し、全職員で一人ひとりの子どもの

状態の把握に努めています。その際に、連絡帳などか

ら得られた家庭での情報についても共有しています。 

・保護者満足に関する取り組みについては、法人全体

で年に1回実施される保護者アンケートや行事後のア

ンケート、また保育参加アンケートを通して把握して

います。 

・利用者満足を把握する目的として、個人面談や運営

委員会を定期的に実施しています。また、懇談会を通

して保護者の意向や要望の把握に努めています。 

・行事後のアンケート結果について、職員会議にて分

析・検討し具体的な改善につなげています。一例とし

て、1 部制で行っていた夏祭りについて、混み合うこ

とが課題に挙げられたため、2 部制で行うなどの取り

組みにつなげました。 

（４） 利用者が意見等を述べやすい

体制が確保されている 

34 苦情解決の仕組みが確立してお

り、周知・機能している。 

□苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦

 

 

 

 

・苦情解決の体制については、苦情解決責任者を園長

とし、副主任を苦情受付担当者としています。内容に

ついては、重要事項説明書に記載があるとともに、玄

関に掲示し保護者への周知を図っています。 

・玄関には、ご意見はがきが用意され、保護者等が苦
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情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整

備されている。 

□苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した

掲示物が掲示され、資料を保護者等に配布し説

明している。 

□苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）

を実施するなど、保護者等が苦情を申し出しや

すい工夫を行っている。 

□苦情内容については、受付と解決を図った記

録を適切に保管している。 

□苦情内容に関する検討内容や対応策につい

ては、保護者等に必ずフィードバックしてい

る。 

□苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た

保護者等に配慮したうえで、公表している。 

□苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に

関わる取組が行われている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

情を申し出やすい取り組みの一環となっています。 

・苦情内容については、苦情簿に記載されるとともに、

園長に報告し速やかに対応できる体制を整えていま

す。対応策のフィードバックの際は、園全体に関連す

る内容であれば、保護者が特定されないよう配慮した

うえで公表しています。 

・具体的な取り組みとして、おむつ交換を着実に実施

できるよう、定時に交換し、チェックリストで確認す

る方法を導入したり、虫刺されに対して、園での具体

的な対応方法等について保護者に伝えるなどの取り

組みにつなげています。 

 

35 保護者が相談や意見を述べやす

い環境を整備し、保護者等に周知して

いる。 

□保護者が相談したり意見を述べたりする際

に、複数の方法や相手を自由に選べることをわ

かりやすく説明した文書を作成している。 

□保護者等に、その文章の配布やわかりやすい

場所に掲示する等の取組を行っている。 

□相談をしやすい、意見を述べやすいスペース

の確保等の環境に配慮している。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・重要事項説明書を通して、保護者が相談したり意見

を述べたりする際に、複数の方法や相手を自由に選べ

ることをわかりやすく説明しています。また、苦情解

決の対応方法について、玄関に掲示するとともに、ご

意見はがきの設置をしています。 

・個別の相談については、事務所にカーテンを取り付

け、プライバシーに配慮し、落ち着いて相談ができる

よう環境を整えています。 

36 保護者からの相談や意見に対し

て、組織的かつ迅速に対応している。 

□職員は、日々の保育の提供において、保護者

が相談しやすく意見を述べやすいように配慮

し、適切な相談対応と意見の傾聴に努めてい

る。 

□意見箱の設置、アンケートの実施等、保護者

の意見を積極的に把握する取組を行っている。 

□相談や意見を受けた際の記録の方法や報告

の手順、対応策の検討等について定めたマニュ

アル等を整備している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・日々の保護者とのやり取りや連絡帳、また迎えの際

に 1 日の出来事を伝えるなどを心がけ、保護者が相談

しやすく意見を述べやすいよう努めています。 

・年に 1 回行われる、保護者への園に対するアンケー

トや、行事後の実施アンケートなどを通して、保護者

の意見を積極的に把握することに努めています。 

・相談や意見を受けた際の記録の方法や報告の手順等

については、苦情解決マニュアルに記載されていま

す。相談を受けた職員は、園長に報告し、検討した上

で、内容に応じて園長や看護師、栄養士なども含め迅

速な対応を行っています。 
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□職員は、把握した相談や意見について、検討

に時間がかかる場合に状況を速やかに説明す

ることを含め迅速な対応を行っている。 

□意見等にもとづき、保育の質の向上に関わる

取組が行われている。 

□対応マニュアル等の定期的な見直しを行っ

ている。 

  
・保護者の意見等にもとづき、2 歳児から 5 歳児を対

象とした体操教室の実施や 3歳児から 5歳児を対象と

した、ネイティブ講師による英語教室を取り入れるな

どの取り組みが行われています。 

・苦情解決マニュアル等の見直しについては、本部の

園長会で定期的な見直しが実施されています。 

（５） 安心・安全な福祉サービスの

提供のための組織的な取組が行われ

ている 

37 安心・安全な福祉サービスの提

供を目的とするリスクマネジメント

体制が構築されている。 

□リスクマネジメントに関する責任者の明確

化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスク

マネジメントに関する委員会を設置するなど

の体制を整備している。 

□事故発生時の対応と安全確保についての責

任、手順（マニュアル）等を明確にし、職員に

周知している。 

□子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が

積極的に行われている。 

□収集した事例をもとに、職員の参画のもとで

発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検

討・実施する等の取組が行われている。 

□職員に対して、安全確保・事故防止に関する

研修を行っている。 

□事故防止策等の安全確保策の実施状況や実

効性について、定期的に評価・見直しを行って

いる。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・リスクマネジメントに関する責任者を園長とし、事

故対応マニュアルを通して、事故発生時の対応と安全

確保について職員に周知しています。 

・子どもの安心と安全を脅かす事例については、系列

園の事故記録を収集しています。収集された記録は、

園内で回覧することによって、職員に対する安全確

保・事故防止に関する理解につなげています。また、

園内で起きた事故については事故簿に記録され、毎月

の職員会議で、発生要因を分析し、改善策・再発防止

策を検討するとともに、随時、毎日実施される昼ミー

ティングにおいて共有されています。 

・事故防止策等の安全確保策の実施状況や実効性につ

いて、安全点検チェック表を用いて、毎日、園内及び

園庭の安全点検を実施しています。 

38 感染症の予防や発生時における

子どもの安全確保のための体制を整

備し、取組を行っている。 

□感染症対策について、責任と役割を明確にし

た管理体制が整備されている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を作成し、職員に周知徹底している。 

□担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・感染症対策について、看護師を中心に管理体制が整

備されています。 

・感染症の予防と発生時等の対応については、健康管

理マニュアルに沿って実施されています。また、マニ

ュアルに沿った研修や、看護師による嘔吐処理研修や

ケガ対応研修などを実施することで、職員への周知を

図っています。 

・感染症の予防策として、日々の園児、職員の体調管
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や安全確保に関する勉強会等を開催している。 

□感染症の予防策が適切に講じられている。 

□感染症の発生した場合には対応が適切に行

われている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を定期的に見直している。 

□保護者への情報提供が適切になされている。

（保育所） 

理をはじめ、手洗い及び消毒の徹底、保健だよりによ

る感染症等に関する情報発信が行われています。 

・感染症の予防と発生時等の対応マニュアル等につい

ては、本部での見直しとともに、園内でも見直しを実

施しています。 

・感染症が発生した際は、感染症名、人数、症状など

について園内に掲示しています。また、保健だよりな

どを通じて、日ごろから感染症等に関する情報提供を

行っています。 

39 災害時における子どもの安全確

保のための取組を組織的に行ってい

る。 

□災害時の対応体制が決められている。 

□立地条件等から災害の影響を把握し、建物・

設備類、保育を継続するために必要な対策を講

じている。 

□子ども、保護者及び職員の安否確認の方法が

決められ、すべての職員に周知されている。 

□食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理

者を決めて備蓄を整備している。 

□防災計画等整備し、地元の行政をはじめ、消

防署、警察、自治会、福祉関係団体等と連携す

るなど、体制をもって訓練を実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・災害時の対応体制については、災害マニュアルや、

事業計画書の防災・防災対策の計画に、具体的な役割

と内容について記載されています。 

・園内の耐震措置対策として、落下防止マットによる

落下防止や、棚の固定などが実施されています。また、

食料や備品類等については、備蓄リストを作成し、毎

月の避難訓練時に点検しています。 

・子ども、保護者及び職員の安否確認の方法として、

電子媒体を利用した、らくらく連絡網を活用していま

す。また、大きな揺れを感じる地震発生時には、らく

らく連絡網を通して、園の状況などについて伝えてい

ます。 

・事業計画書には、防災訓練計画が示され、地震、火

災、不審者、水害・土砂災害等、種別に応じた訓練計

画が立てられ、具体的な指導内容が記載され、実施さ

れています。また、系列園と合同で消火訓練等に取組

んでいます。 

 

 

２ 福祉サービスの質の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 提供する福祉サービスの標準

的な実施方法が確立している 

40 保育について標準的な実施方法

が文書化され保育が提供されている。 

□標準的な実施方法が適切に文書化されてい

 

 

 

 

・こどもの森のおやくそくには、保育指導基準や NG

用語集など、標準的な実施方法について記載されてい

ます。また、教育経営計画書には、子どもに対する方

針や職員に対する方針などを通して、子どもの尊重、

プライバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明示
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る。 

□標準的な実施方法には、子どもの尊重、プラ

イバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明

示されている。 

□標準的な実施方法について、研修や個別の指

導等によって職員に周知徹底するための方策

を講じている。 

□標準的な実施方法にもとづいて実施されて

いるかどうかを確認する仕組みがある。 

□標準的な実施方法により、保育実践が画一的

なものとなっていない。（保育所） 

 

A 

 

A 

 

 

されています。 

・標準的な実施方法について、個別の指導等として、

新任職員に対して、教育経営計画書に関する研修を実

施しています。また、毎日実施される、朝と昼の職員

会議やクラスミーティング、また月に 1 回実施される

全体ミーティングなどを通して、標準的な実施方法に

もとづいて実施されているかどうかを確認していま

す。 

・保育実践が画一的なものとならないよう、一人ひと

りの発達について観察・経過記録を記載し、把握する

とともに、個別の指導計画に反映し、計画に沿って実

施しています。 

41 標準的な実施方法について見直

しをする仕組みが確立している。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関

する時期やその方法が組織で定められている。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しが定

期的に実施されている。 

□検証・見直しにあたり、指導計画の内容が必

要に応じて反映されている。 

□検証・見直しにあたり、職員や保護者等から

の意見や提案が反映されるような仕組みにな

っている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・標準的な実施方法については、本部のカリキュラム

委員会等を通して定期的な見直しを実施しています。

また、園内の職員会議で、指導計画の内容や保護者ア

ンケートの結果を踏まえ、検討した内容について本部

に挙げ、見直しの際に反映される場合もあります。 
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（２） 適切なアセスメントにより福

祉サービス実施計画が策定されてい

る 

42 アセスメントにもとづく指導計

画を適切に策定している。 

□指導計画策定の責任者を設置している。 

□アセスメント手法が確立され、適切なアセス

メントが実施されている。 

□さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保

育所以外の関係者が参加して、アセスメント等

に関する協議を実施している。 

□全体的な計画にもとづき、指導計画が策定さ

れている。（保育所） 

□子どもと保護者等の具体的なニーズ等が、個

別の指導計画等に明示されている。（保育所） 

□計画の策定にあたり、さまざまな職種の関係

職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加

しての合議、保護者の意向把握と同意を含んだ

手順を定めて実施している。 

□指導計画にもとづく保育実践について、振返

りや評価を行う仕組みが構築され、機能してい

る。（保育所） 

□支援困難ケースへの対応について検討し、積

極的かつ適切な保育の提供が行われている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・週案、月間指導計画、年間指導計画など、各種指導

計画は、クラス担任が作成し園長が確認しています。 

・入園前のアセスメントとして、入園前面談において、

子どもの情報や各家庭の状況などについて把握して

います。また、入園前健診においても、子どもの発育

状況や既往歴等について把握しています。把握された

内容については、職員会議を通して共有されていま

す。 

・在園児に対しては、一人ひとりの発達について、観

察・経過記録を記載し把握しています。また、健康面

については、市の書式であるすこやか手帳を通して、

身長・体重や予防接種の接種状況などについて把握し

ています。 

・職員会議には、看護師や栄養士なども参加し、さま

ざまな職種の立場からアセスメント等に関する検討

を実施しています。また、必要に応じて療育センター

と連携し、適切なアセスメントの実施につなげていま

す。 

・指導計画は、全体的な計画にもとづき作成されてい

ます。また、個別指導計画を策定する際は、食事や睡

眠、トイレトレーニングなど、各家庭での子どもの様

子について、保護者の意向等を踏まえて作成していま

す。 

・集団生活への適応や行事への参加方法など、支援困

難ケースの対応については、状況に応じてケースカン

ファレンスを実施し、適切な関わり方について検討し

ています。 

43 定期的に指導計画の評価・見直

しを行っている。 

□指導計画の見直しについて、見直しを行う時

期、検討会議の参加職員、保護者の意向把握と

同意を得るための手順等、組織的な仕組みを定

めて実施している。 

□見直しによって変更した指導計画の内容を、

関係職員に周知する手順を定めて実施してい

る。 

□指導計画を緊急に変更する場合の仕組みを

整備している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・年間指導計画は 4 期ごとに見直されるとともに、毎

月の月間指導計画の見直し、毎週の週案の見直しを定

め取り組んでいます。見直しによって変更が生じた際

は、職員会議で周知するとともに、会議録を回覧し確

認した職員は押印をすることで、全職員で周知できる

よう取り組んでいます。 

・指導計画を緊急に変更する際は、園長に報告する仕

組みとなっています。園長は指導計画を確認する際

に、乳児では、援助をし過ぎていないか、幼児では友

だち同士の関りなどについて、重点的に確認し、保育

の質の向上に関わる課題等が明確になるよう配慮し
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□指導計画の評価・見直しにあたっては、標準

的な実施方法に反映すべき事項、子ども・保護

者のニーズ等に対する保育・支援が十分ではな

い状況等、保育の質の向上に関わる課題等が明

確にされている。 

□評価した結果を次の指導計画の作成に生か

している。（保育所） 

ています。職員は、評価された指導計画の内容を、次

の計画に反映させています。 

（３） 福祉サービス実施の記録が適

切に行われている 

44 子どもに関する保育の実施状況

の記録が適切に行われ、職員間で共有

化されている。 

□子どもの発達状況や生活状況等を、保育所が

定めた統一した様式によって把握し記録して

いる。 

□個別の指導計画等にもとづく保育が実施さ

れていることを記録により確認することがで

きる。 

□記録する職員で記録内容や書き方に差異が

生じないように、記録要領の作成や職員への指

導等の工夫をしている。 

□保育所における情報の流れが明確にされ、情

報の分別や必要な情報が的確に届くような仕

組みが整備されている。 

□情報共有を目的とした会議の定期的な開催

の取組がなされている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・子どもの発達状況や生活状況等については、観察・

経過記録や個別指導計画、保育日誌などを通して把握

し記録しています。 

・個別指導計画には、子どもたち一人一人の前月の子

どもの姿、今月の保育上の配慮、評価、反省欄が設け

られ、個々に応じた保育が実施されています。 

・記録する職員で記録内容や書き方に差異が生じない

よう、園長は、日本語の適切な使い方や、言い回しな

どについて確認し、必要に応じて指導しています。ま

た、月間指導計画と週案の内容の関連性などについて

も確認し、必要な助言をしています。 

・毎日実施される、朝と昼の職員会議では、子どもの

様子や特記事項などについて、各クラスの情報を共有

しています。また、全職員への情報共有を目的とし、

園全体に関する連絡事項等を記載する連絡ノート、及

びクラスごとの情報を記載するノートの2種類を使用

し、必要な情報が的確に届くような仕組みが整備され

ています。 

45 子どもに関する記録の管理体制

が確立している。 

□個人情報保護規程等により、子どもの記録の

保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を

定めている。 

□個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

対策と対応方法が規定されている。 

□記録管理の責任者が設置されている。 

□記録の管理について個人情報保護の観点か

ら、職員に対し教育や研修が行われている。 

□職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守

している。 

 

 

A 

 

 

A 

・子どもの記録の保管、保存、廃棄、情報の提供に関

しては、個人情報保護マニュアルに定め、記録管理の

責任者を園長としています。園長は個人情報に関する

内容について、職員会議や園内研修を通して伝え、職

員の理解につなげています。 

・園で使用するパソコンにはすべてパスワードが設定

されています。写真撮影の際に使用する SD カードは

職員室の所定の場所に保管されています。また、個人

情報の記載がある書類については、施錠できる棚にて

保管され、職員室で使用することとなっています。 

・個人情報の取り扱いについて、入園前面談にて保護

者に説明し、同意を得ています。 
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□個人情報の取扱いについて、保護者等に説明

している。 
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内容評価基準（20 項目）A－Ⅰ 保育内容 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(１)  全体的な計画の作成

1．保育所の理念、保育の方針や目標

に基づき、子どもの心身の発達や家庭

及び地域の実態に応じて全体的な計

画を作成している。 

□全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関

する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの

趣旨をとらえて作成している。 

□全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針

や目標に基づいて作成している。 

□全体的な計画は、子どもの発達過程、子ども

と家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考

慮して作成している。 

□全体的な計画は、保育に関わる職員が参画し

て作成している。 

□全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の

作成に生かしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

B 

 

 

・全体的な計画は、本部のフォーマットを基本としな

がら保育所保育指針と照らし合わせ、保育目標や保育

内容について職員と内容を確認し、園長が取りまとめ

作成しています。また、「地域の実態に対応した保育

事業と行事への参加について」、「特色のある教育と保

育について」は、園独自の内容を踏まえ作成していま

す。 

・作成された全体的な計画は、子どもの家庭状況や保

育時間、地域の交流などにも考慮し、年度末の職員会

議で振り返り、次年度の計画に反映させています。 

・今後は、さらなる職員参画のもとで全体的な計画が

作成されることが望まれます。 

 

 

 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(２)  環境を通して行う保

育、養護と教育の一体的展開 

2．生活にふさわしい場として、子ど

もが心地よく過ごすことのできる環

境を整備している。 

□室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環

境は、常に適切な状態に保持している。 

□保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理に

努めている。 

□家具や遊具の素材、配置等の工夫をしてい

る。 

□一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち

着ける場所がある。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

・室内の温度、湿度については各クラスに温湿度計を

設置し適宜確認するとともに、保健日誌に記入し適切

な環境づくりに努めています。また、保育者は日ごろ

の保育の中で、できる限り子どもの近くに寄り伝える

など、室内全体が落ち着いた雰囲気になるよう音環境

にも配慮しています。 

・各クラスは子どもたちが自由に玩具を取り出せる環

境となっているとともに、寝そべることが出来るマッ

トや畳を設置するなど、一人ひとりの子どもが、くつ

ろいだり、落ち着ける場所にも配慮しています。 

・食事や睡眠のための心地よい生活空間として、食事

の空間以外にコットを準備し、午睡の空間をつくると

共に、食事後は食事の空間を清掃し、午睡の空間にす
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□食事や睡眠のための心地よい生活空間が確

保されている。 

□手洗い場、トイレは、明るく清潔で、子ども

が利用しやすい設備を整え、安全への工夫がさ

れている。 

ることで広い空間を確保することに配慮しています。 

・手洗い場には、手の洗い方を示したイラストを掲示

しています。また、トイレには子どもの興味のあるイ

ラストなどを掲示し、子どもが利用しやすい環境づく

りにつなげています。 

3．一人ひとりの子どもを受容し、子

どもの状態に応じた保育を行ってい

る。 

□子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生

じる一人ひとりの子どもの個人差を十分に把

握し、尊重している。 

□子どもが安心して自分の気持ちを表現でき

るように配慮し、対応している。 

□自分を表現する力が十分でない子どもの気

持ちをくみとろうとしている。 

□子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちに

そって適切に対応している。 

□子どもに分かりやすい言葉づかいで、おだや

かに話している。 

□せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用

いないようにしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・一人ひとりの子どもの個人差については、個人記

録・個人指導計画を作成し、職員間で共有し、一人ひ

とりに合わせた保育を心掛けています。 

・子どもが安心して自分の気持ちを表現できるよう、

子どもの気持ちを理解し、必要に応じて保育者と 1 対

1 でゆったりと関われるよう配慮しています。 

・言葉づかいについては、本部主催で行われる新卒研

修で、挨拶や所作など基本的事項とともに、言葉づか

いについての研修を実施しています。また、園内では

日ごろから、「～しちゃだめ」という否定的な言葉で

なく、「～しようね」などの肯定的な言葉を使うよう

心掛けています。 

・せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用いないよ

う、散歩の際は事前に子どもたちの靴を準備しておく

など、事前準備を整え、計画に余裕を持って取り組め

るよう心掛けています。 

4．子どもが基本的な生活習慣を身に

つけることができる環境の整備、援助

を行っている。 

□一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活

に必要な基本的な生活習慣を身につけられる

よう配慮している。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、子ど

もが自分でやろうとする気持ちを尊重して援

助を行っている。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、強制

することなく、一人ひとりの子どもの主体性を

尊重している。 

□一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と

休息のバランスが保たれるように工夫してい

る。 

□基本的な生活習慣を身につけることの大切

さについて、子どもが理解できるように働きか

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・生活習慣については、各家庭での取り組み状況など

を共有し、一人ひとりのペースで身につけられるよう

配慮しています。例えば、トイレトレーニングでは、

友だちがトイレに行く場面を保育者と一緒に見るな

ど、まずはトイレに慣れるところから始めています。

また、箸の使用については 3 歳児から取り入れていま

すが、各家庭と相談し、箸とフォークを併用して使う

など、一人ひとりが無理なく進められるよう配慮して

います。 

・基本的な生活習慣を身につけることの大切さについ

て、歯科医による歯磨き指導や、看護師による手洗い

指導などを実施しています。また、保育士による紙芝

居を通して歯の磨き方を伝えるなど、子どもが理解し

やすいよう働きかけています。歯磨きの際は、砂時計

を使用し、歯の磨く時間を視覚的に示すことで、一人

ひとりの子どもたちが取り組みやすいよう工夫がな

されています。 
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けている。 

5．子どもが主体的に活動できる環境

を整備し、子どもの生活と遊びを豊か

にする保育を展開している。 

□子どもが自主的・自発的に生活と遊びができ

る環境を整備している。 

□子どもが自発性を発揮できるよう援助して

いる。 

□遊びの中で、すすんで身体を動かすことがで

きるよう援助している。 

□戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。 

□生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係

が育まれるよう援助している。 

□子どもたちが友だちと協同して活動できる

よう援助している。 

□社会的ルールや態度を身につけていくよう

配慮している。 

□身近な自然とふれあうことができるよう工

夫している。 

□地域の人たちに接する機会、社会体験が得ら

れる機会を設けている。 

□様々な表現活動が自由に体験できるよう工

夫している。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・子どもが自主的・自発的に遊びができるよう、各ク

ラスにおいて年齢に応じた玩具が用意され、いつでも

取り出せる環境となっています。また、3～5 歳児の

子どもたちが使用する製作コーナーを設置し、廃材や

折り紙、シールやリボンなどさまざまな素材を用意す

るとともに、のりやセロハンテープなど製作で使用す

る道具を常備することで、子どもたちが自発的にさま

ざまな表現活動ができるよう配慮しています。 

・子どもたちが身体を動かす機会として、日ごろの保

育では毎朝園庭でマラソンなどを取り入れるととも

に、園庭に常設している複合遊具などを使用し、十分

に身体を動かせるよう配慮しています。また、2～5

歳児を対象に、専門の講師を招き、月に 1～2 回体操

教室を取り入れるとともに、3～5 歳児を対象に、月

に 1 回合気道を取り入れ、姿勢や礼儀、身のこなし方

などさまざまな身体活動を経験する機会となってい

ます。 

・室内には滑り台やブランコ、縄はしごなど年齢に応

じた室内遊具を設置し、すすんで身体を動かすことが

できるよう援助しています。 

・地域の人たちに接する機会として、散歩の際に近隣

の方への挨拶をするとともに、公園整備をされている

方からの声かけで、地域の掲示板に子どもの製作を飾

るなどの取り組みを実施しています。 

6．乳児保育（0 歳児）において、養

護と教育が一体的に展開されるよう

適切な環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□0 歳児が、長時間過ごすことに適した生活と

遊び及び環境への工夫がされている。 

□0 歳児が、安心して、保育士等と愛着関係（情

緒の安定）が持てるよう配慮している。 

□子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを

している。 

□0 歳児が、興味と関心を持つことができる生

活と遊びへの配慮がされている。 

□0 歳児の発達過程に応じて、必要な保育を行

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・子どもの目線に興味のある玩具を置くことで、一人

ひとりの子どもが興味に応じた遊びを十分に楽しめ

るよう配慮しています。また、身体を動かす遊びと静

かに座って遊ぶ空間を分けることなどにも配慮して

います。 

・玩具には、音が出るものや引っ張って遊ぶ玩具、ま

た手作り玩具など、口に入れても安全なものなど、安

全面も配慮した玩具を用意しています。 

・安心して、保育士等と愛着関係が持てるよう、担任

が休みの際も、出来る限り毎回同じ職員が関わるな

ど、継続した関りが持てるよう配慮しています。 

・子どもの表情を大切にし、オムツを交換した際に「気

持ち良くなったね」など、子どもの気持ちを代弁する
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っている。 

□0 歳児の生活と遊びに配慮し、家庭との連携

を密にしている。 

言葉がけを心掛けています。 

・保育室には畳があり、寝転がるなどゆったりと過ご

せる環境に配慮しています。また、テラスにすぐに出

られる環境となっており、子どもたちの様子に応じて

戸外でボール遊びをするなど、発達過程に応じた保育

に取り組んでいます。 

7．1 歳以上 3 歳未満児の保育におい

て、養護と教育が一体的に展開される

よう適切な環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが

自分でしようとする気持ちを尊重している。 

□探索活動が十分に行えるような環境を整備

している。 

□子どもが安定して遊びを中心とした自発的

な活動ができるよう、保育士等が関わってい

る。 

□子どもの自我の育ちを受け止め、保育士等が

適切な関わりをしている。 

□保育士等が、友だちと関わりの仲立ちをして

いる。 

□様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人と

の関わりを図っている。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、家庭と連

携した取組や配慮がされている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

・一人ひとりの子どもたちの状況に応じ、自分でやり

たい気持ちを受け止め、見守れるよう職員間で連携し

取り組んでいます。一人ひとりの子どもと丁寧に関わ

れるよう、担任だけでなく、必要に応じて園長や看護

師が保育に入ることで、ゆったりと子どもたちに関わ

ることができるよう配慮しています。 

・探索活動が十分にできるよう、誤飲等の危険性に十

分に配慮した上で、子どもの手の届く場所に玩具を配

置するなどの環境の整備に取り組んでいます。また、

保育者が子どもの活動を見守る際の配置や座り方な

どにも配慮し、探索活動が十分にできるよう努めてい

ます。 

・友だちとの関わりについては、一人ひとりの子ども

の気持ちを受け止め、必要に応じて保育者が互いの気

持ちを代弁することで、子ども同士の仲立ちをしてい

ます。 

・連絡帳や送迎時のコミュニケーション、個人面談等

を通して、一人ひとりの子どもたちの成長を共有し、

家庭と連携した取り組みにつなげています。 

8．3 歳以上児の保育において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□3 歳児の保育に関して、集団の中で安定しな

がら、遊びを中心とした興味関心のある活動に

取り組めるような環境を整え、保育士等が適切

に関わっている。 

□4 歳児の保育に関して、集団の中で自分の力

を発揮しながら、友だちとともに楽しみながら

遊びや活動に取り組めるような環境を整え、保

育士等が適切に関わっている。 

□5 歳児の保育に関して、集団の中で一人ひと

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

・3 歳児は、幼児クラスへの第 1 歩となるため、生活

習慣等について見守りつつ、できる限り自分でできる

という自信につながるよう配慮しています。また、遊

びではしっぽ取りゲームや鬼ごっこなど簡単なルー

ルのある遊びの中で、集団の中で安定しながら、遊び

を中心とした興味関心のある活動に取り組めるよう

関わっています。 

・4 歳児は、友だちとの協調性が身につくよう日頃か

ら配慮して関わっています。一例として、ごっこ遊び

の中で子どもたちが協調しながら遊びを展開できる

よう、保育者は子どもたちの遊びの状況に応じて布な

どのさまざまな素材を準備し、子どもたちが共有して

いるイメージを実現し、協調して遊びが発展できるよ



37 

 

りの子どもの個性が活かされ、友だちと協力し

て一つのことをやり遂げるといった遊びや活

動に取り組めるような環境を整え、保育士等が

適切に関わっている。 

□子どもの育ちや取り組んできた協同的な活

動等について、保護者や地域・就学先の小学校

等に伝える工夫や配慮がされている。 

う配慮しています。 

・5 歳児は、行事などを通して、「やり遂げる達成感」

「あきらめない気持ち」など、一人ひとりが自信を持

てるよう配慮し関わっています。一例として、5 歳児

から和太鼓に取り組み、夏祭りの際に披露する機会を

設けています。また、月に 1 回実施している体操教室

では、運動会で披露する組体操などに取り組み、完成

度の高い内容を目指して取り組めるような環境を整

え、保育士等が適切に関わっています。 

9．障害のある子どもが安心して生活

できる環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□建物・設備など、障害に応じた環境整備に配

慮している。 

□障害のある子どもの状況に配慮した個別の

指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連

づけている。 

□計画に基づき、子どもの状況と成長に応じた

保育を行っている。 

□子ども同士の関わりに配慮し、共に成長でき

るようにしている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□必要に応じて、医療機関や専門機関から相談

や助言を受けている。 

□職員は、障害のある子どもの保育について研

修等により必要な知識や情報を得ている。 

□保育所の保護者に、障害のある子どもの保育

に関する適切な情報を伝えるための取組を行

っている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・園の玄関にはスロープが設置されるとともに、1 階

にはバリアフリー構造のトイレが整備されるなど、障

害に応じた環境整備に配慮しています。 

・障害のある子どもの状況に配慮した個別指導計画を

作成し、クラスの指導計画と関連づけた保育の実践に

取り組んでいます。また、必要に応じて療育センター

と連携し、得られた助言内容を計画に反映するなどの

取り組みが実施されています。 

・保護者との連携については、必要に応じて個別の面

談を行い、園と家庭での情報共有や、今後の関わり方

について検討しています。 

・職員は、区が主催する年間を通じて複数回開催され

る連続講座に参加し、得られた内容を職員会議等で共

有することで、障害のある子どもの保育について必要

な知識や情報を得ています。また、日ごろの保育の中

で必要に応じて、ケースカンファレンスを開催し、適

切な関わり方や環境設定等について検討しています。 

・保護者に対して、区の相談窓口等が記載された案内

を配布したり、玄関に掲示するなどを通して、障害の

ある子どもの保育に関する適切な情報を伝えるため

の取り組みにつなげています。 
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10．長時間にわたる保育のための環

境を整備し、保育の内容や方法に配慮

している。 

□1日の生活を見通して、その連続性に配慮し、

子ども主体の計画性をもった取組となってい

る。 

□家庭的でゆったりと過ごすことができる環

境を整えている。 

□子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせる

ように配慮している。 

□年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに

配慮している。 

□保育時間の長い子どもに配慮した食事・おや

つ等の提供を行っている。 

□子どもの状況について、保育士間の引継ぎを

適切に行っている。 

□担当の保育士と保護者との連携が十分にと

れるように配慮している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・長時間保育に関する計画は、月間指導計画に記載さ

れ、1 日の生活を見通して、連続性に配慮した取り組

みとなっています。 

・家庭的でゆったりと過ごすことができるよう、乳児

クラスと幼児クラスが過ごす、それぞれの空間を設定

しています。それぞれの空間には年齢に応じた玩具を

用意することで、年齢の異なる子どもが、それぞれの

興味や状況に応じておだやかに過ごせるよう配慮し

ています。また、非常勤職員を配置するなど、保育者

の配置を増やすことで、一人ひとりの子どもたちの欲

求に応えられるよう体制づくりに努めています。 

・子どもの状況について、クラスごとの引継ぎノート

を使用し共有しています。引継ぎノートには登園の際

の保護者からの連絡事項や、日中での子どもの様子な

どを記載しています。記載内容については、朝ミーテ

ィングや昼ミーティングで口頭でも共有しています。

降園の際は、できるだけ担任が、日中の子どもの様子

等を伝えられるよう配慮しています。 

11．小学校との連携、就学を見通し

た計画に基づく、保育の内容や方法、

保護者との関わりに配慮している。 

□計画の中に小学校との連携や就学に関連す

る事項が記載され、それに基づいた保育が行わ

れている。 

□子どもが、小学校以降の生活について見通し

を持てる機会が設けられている。 

□保護者が、小学校以降の子どもの生活につい

て見通しを持てる機会が設けられている。 

□保育士等と小学校教員との意見交換、合同研

修を行うなど、就学に向けた小学校との連携を

図っている。 

□施設長の責任のもとに関係する職員が参画

し、保育所児童保育要録を作成している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・全体的な計画の中に、「小学校との連携（接続）」「小

学校以上との連携に鑑みて」という項目が設けられ、

小学校との連携や就学に関連する事項が記載されて

います。 

・子どもたちが、小学校以降の子どもの生活について

見通しが持てるよう、例年、小学校交流会を実施して

います。交流会では、教室に入り授業を見学したり、

ランドセルを背負うなどの体験をしています。また、

小学生による音読やピアニカ演奏などを聴く機会も

設けられています。園では、小学校での授業を見通し

て、一定時間座って行う活動を取り入れています。活

動内容としては、文字の学習や、ぬり絵、製作などに

取り組んでいます。保護者に対しては、懇談会で小学

校以降の生活について共有するとともに、「小学校に

入るまでに身につけておきたいこと」が書かれた区の

パンフレットを配布するなどを通して、見通しが持て

るよう配慮しています。 

A－１－(３)  健康管理 

12．子どもの健康管理を適切に行っ

ている。 

  
・健康管理マニュアルや衛生マニュアルなど、子ども

の健康管理に関するマニュアルがあり、それに基づき

一人ひとりの子どもの心身の健康状態を把握すると
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□子どもの健康管理に関するマニュアルがあ

り、それに基づき一人ひとりの子どもの心身の

健康状態を把握している。 

□子どもの体調悪化・けがなどについては、保

護者に伝えるとともに、事後の確認をしてい

る。 

□子どもの保健に関する計画を作成している。 

□一人ひとりの子どもの健康状態に関する情

報を、関係職員に周知・共有している。 

□既往症や予防接種の状況など、保護者から子

どもの健康に関わる必要な情報が常に得られ

るように努めている。 

□保護者に対し、保育所の子どもの健康に関す

る方針や取組を伝えている。 

□職員に乳幼児突然死症候群（SIDS）に関す

る知識を周知し、必要な取組を行っている。 

□保護者に対し、乳幼児突然死症候群（SIDS）

に関する必要な情報提供をしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

ともに、毎日の視診を通して把握に努めています。 

・子どもの体調悪化やけがなどについては、発生時に

担任が処置するとともに、迅速に園長に報告し、必要

に応じて看護師が処置する体制となっています。保護

者へは、担任が伝えるようにし、内容によっては園長

と看護師も同席し伝えています。また、翌日に体調や

けがの状況を確認しています。 

・子どもの保健に関する計画として、年間の保健計画

が立てられています。計画は、月ごとの目標が立てら

れ、目標に沿った具体的な保健業務、保健行事、実施

後の反省が記載されています。 

・子どもの既往歴や予防接種の状況については、児童

票や保健日誌、すこやか手帳等を通して把握していま

す。接種状況については、保護者から主に口頭で伝え

られ、職員は該当書類に転記し、管理しています。 

・乳幼児突然死症候群については、玄関及び保育室に

注意喚起を示した掲示をし、保護者に対し必要な情報

の提供に努めています。 

13．健康診断・歯科健診の結果を保

育に反映している。 

□健康診断・歯科健診の結果が記録され、関係

職員に周知されている。 

□健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計

画等に反映させ、保育が行われている。 

□家庭での生活に生かされるよう保育に有効

に反映されるよう、健康診断・歯科健診の結果

を保護者に伝えている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・健康診断、歯科検診の記録があり、適切に保管され

ています。保護者へは、結果を示した手紙を作成し、

配布しています。 

・健康診断、歯科検診の結果を年間の保健計画に反映

させ実施しています。一例として、6 月の目標には「歯

を大切にする」ことが立てられ、保育士による紙芝居

を通して歯の磨き方を伝えるなどの取り組みにつな

げています。また、三大栄養素の話の中で、好き嫌い

せず食べることで、丈夫な体がつくられることなども

伝えています。 

14．アレルギー疾患、慢性疾患等の

ある子どもについて、医師からの指示

を受け適切な対応を行っている。 

□アレルギー疾患のある子どもに対して、「保

育所におけるアレルギー対応ガイドライン」を

もとに、子どもの状況に応じた適切な対応を行

っている。 

□慢性疾患等のある子どもに対して、医師の指

示のもと、子どもの状況に応じた適切な対応を

行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・アレルギーに関しては、半年に一度、市の健康管理

委員会に書類（アレルギーのための除去食対応許可）

を提出しています。また、月に 1 回アレルギー面談を

実施しています。面談では、保護者と担任、栄養士が

献立内容を共有し、保護者の確認の上、園で提供する

献立を決めています。 

・除去食の配膳は、給食室で献立と照らし合わせ、栄

養士と保育士が確認後、園長が確認します。その後、

一番初めに配膳し間違いのないよう十分配慮してい

ます。また、専用のトレー、食器、別のテーブルを使
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□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□食事の提供等において、他の子どもたちとの

相違に配慮している。 

□職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等につい

て研修等により必要な知識・情報を得たり、技

術を習得している。 

□他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性

疾患等についての理解を図るための取組を行

っている。 

うなどの環境面にも配慮しています。 

・職員は、アレルギーマニュアル等を通して、アレル

ギー疾患等について必要な知識や情報を得るととも

に、職員会議等を通して、アレルギー疾患のある子ど

もに対しての情報共有をすることで、技術の習得につ

なげています。 

・保護者に対しては、園だよりや保健だよりなどを通

して、理解を図るための取り組みにつなげています。 

A－１－(４)  食事 

15．食事を楽しむことができるよう

工夫をしている。 

□食に関する豊かな経験ができるよう、保育の

計画に位置づけ取組を行っている。 

□子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環

境・雰囲気づくりの工夫をしている。 

□子どもの発達に合わせた食事の援助を適切

に行っている。 

□食器の材質や形などに配慮している。 

□個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう

に工夫している。 

□食べたいもの、食べられるものが少しでも多

くなるよう援助している。 

□子どもが、食について関心を深めるための取

組を行っている。 

□子どもの食生活や食育に関する取組につい

て、家庭と連携している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・食に関する豊かな経験ができるよう、年間食育計画

を立て実施しています。食育は、毎月各クラスで、年

齢に応じた取り組みが実施されています。一例とし

て、0 歳児はキャベツをちぎる、キノコに触るなど食

材に触れる機会を設けたり、1 歳児以上になると小麦

粉粘土や寒天に触るなどの取り組みも実施されてい

ます。5 歳児、お泊り保育の際にカレー作りなどのク

ッキングにも取り組んでいます。 

・子どもたちが楽しく、落ち着いて食事がとれるよう、

落ち着いた音楽を流すなどの取り組みが行われてい

ます。 

・個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう、子ど

もたちの意見を聞きながら量を調節し、完食できた達

成感を感じられるよう配慮しています。 

・食べたいもの、食べられるものが少しでも多くなる

よう、幼児クラスではトマトやオクラ、枝豆などの野

菜を育て収穫し、食べる喜びにつながるよう配慮して

います。 

・子どもの食生活や食育に関する取り組みについて、

給食だよりや給食のサンプル展示を通して、家庭と連

携しています。また、入園の際に、「こどもの森の給

食」について書かれたパンフレットを使用し、産地や

添加物などへの配慮について説明しています。 

16．子どもがおいしく安心して食べ

ることのできる食事を提供している。 

□一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を

考慮した、献立・調理の工夫をしている。 

□子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握し

 

 

 

 

・一人ひとりの子どもの発達状況や体調等を考慮し、

離乳食では固さや刻み具合など、調理の工夫につなげ

ています。 

・子どもの食べる量や好き嫌いについては、月に 1 回

実施される給食会議で共有すると共に、日ごろから栄
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ている。 

□残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調

理の工夫に反映している。 

□季節感のある献立となるよう配慮している。 

□地域の食文化や行事食などを取り入れてい

る。 

□調理員・栄養士等が、食事の様子を見たり、

子どもたちの話を聞いたりする機会を設けて

いる。 

□衛生管理の体制を確立し、マニュアルに基づ

き衛生管理が適切に行われている。 

A 

 

 

 

A 

 

 

 

養士は子どもの喫食状況を確認することで、把握に努

めています。 

・季節感のある献立となるよう、旬の食材の利用や季

節の行事に合わせた行事食を提供するなどの取り組

みを実施しています。また、日本の郷土料理や世界の

料理なども取り入れています。 

・衛生管理チェック表を用いて、日々の衛生管理が適

切に行われています。 

 

 

A－Ⅱ 子育て支援 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－２－(１)  家庭との緊密な連携 

17．子どもの生活を充実させるため

に、家庭との連携を行っている。 

□連絡帳等により家庭との日常的な情報交換

を行っている。 

□保育の意図や保育内容について、保護者の理

解を得る機会を設けている。 

□様々な機会を活用して、保護者と子どもの成

長を共有できるよう支援をしている。 

□家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必

要に応じて記録している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・日々のコミュニケーションや連絡帳等を通して、保

護者との日常的な情報交換を行っています。また、

日々の活動は文章と写真で掲示することで、保育の意

図や保育内容について、保護者の理解を得る機会へと

つなげています。掲示物はファイルに保管され、保護

者はいつでも閲覧できるようになっています。 

・例年、保育参観や、保育参加を通して、保護者と子

どもの成長を共有できるよう努めています。今年度は

コロナ禍の為、参観や参加は実施せず、年間を通して

クラスごとの保育の様子を撮影し、年度末に DVD に

して保護者に配布する予定です。 

・運動会を実施しなかった 0～2 歳児については、園

でのかけっこや遊戯の取り組みを撮影し、DVD にし

て保護者に配布するなどの取り組みを行いました。 

A－２－(２)  保護者等の支援 

18．保護者が安心して子育てができ

るよう支援を行っている。 

  
・保護者等からの相談に応じる体制として、個人面談

や懇談会を実施しています。個人面談はあらかじめ保

護者から日程希望を確認し、就労等の個々の事情に配
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□日々のコミュニケーションにより、保護者と

の信頼関係を築くよう取組を行っている。 

□保護者等からの相談に応じる体制がある。 

□保護者の就労等の個々の事情に配慮して、相

談に応じられるよう取組を行っている。 

□保育所の特性を生かした保護者への支援を

行っている。 

□相談内容を適切に記録している。 

□相談を受けた保育士等が適切に対応できる

よう、助言が受けられる体制を整えている。 

A 

 

A 

 

慮して、相談に応じられるよう取り組んでいます。ま

た、必要に応じて随時、面談の機会を設けています。 

・保育所の特性を生かした保護者への支援として、例

年実施される親子遠足では、同じクラスごとでお弁当

が食べられるように配慮し、その際に自己紹介なども

実施することで保護者同士の交流につなげています。 

・相談を受けた職員は、内容を園長に報告し、適切に

対応できるよう、体制を整えています。内容に応じて

園長や看護師、栄養士も参加しての面談も実施してい

ます。 

19．家庭での虐待等権利侵害の疑い

のある子どもの早期発見・早期対応及

び虐待の予防に努めている。 

□虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

子どもの心身の状態、家庭での養育の状況につ

いて把握に努めている。 

□虐待等権利侵害の可能性があると職員が感

じた場合は、速やかに保育所内で情報を共有

し、対応を協議する体制がある。 

□虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、

予防的に保護者の精神面、生活面の援助をして

いる。 

□職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子

どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵

害に関する理解を促すための取組を行ってい

る。 

□児童相談所等の関係機関との連携を図るた

めの取組を行っている。 

□虐待等権利侵害を発見した場合の対応等に

ついてマニュアルを整備している。 

□マニュアルに基づく職員研修を実施してい

る。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・着替え時の視診や、子どもの衛生面等に配慮し、子

どもの心身の状態、家庭での養育の状況について把握

に努めています。少しでも気になる点があれば、園長

に報告しています。 

・区の子育て支援担当の職員が定期的に園を訪問し、

子どもの状態や、家庭での養育状況について情報共有

をしています。その際に、園で気になる点があれば相

談し助言を得ています。緊急性の高い場合について

は、児童相談所と連携し対応する体制が整えられてい

ます。 

・虐待等権利侵害に関する内容は、マニュアルを通し

て職員間で共有しています。また、外部研修に参加し

必要な知識や情報を得ることに努めています。 
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A－Ⅲ 保育の質の向上 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－３－(１)  保育実践の振り返り

（保育士等の自己評価） 

20．保育士等が主体的に保育実践の

振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めてい

る。 

□保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通

じて、主体的に自らの保育実践の振り返り（自

己評価）を行っている。 

□自己評価にあたっては、子どもの活動やその

結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取

り組む過程に配慮している。 

□保育士等の自己評価を、定期的に行ってい

る。 

□保育士等の自己評価が、互いの学び合いや意

識の向上につながっている。 

□保育士等の自己評価に基づき、保育の改善や

専門性の向上に取り組んでいる。 

□保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実

践の自己評価につなげている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・日々の保育内容については、週案や月間指導計画を

通して自己評価をするとともに、クラスミーティング

等を通して職員間で共有しています。また、年に 2 回

実施される園長面談の際に、スタッフシートを通して

自己評価を行い、半期ごとの見直しを実施していま

す。行事の際は、行事後に職員会議等で必ず振り返り

を行い、次年度の行事に反映させています。 

・年に 1 回、法人全体で実施される、園の保育に対す

るアンケート内容に対し、職員会議で共有及び検討

後、改善案を記載し掲示しています。 

・職員は自己評価をもとに、毎月目標を立て実施して

います。目標は毎月の職員会議に合わせて振り返り、

次月の目標を立てています。各職員の目標は職員更衣

室に掲示し、職員間で共有できるよう工夫されていま

す。各職員の振り返りの中で、園全体として子どもに

対する声かけの仕方について、保育所全体の保育実践

につなげました。具体的には、否定的な言葉がけでな

く肯定的な言葉がけに置き換えて伝える取り組みを

実践しています。言葉がけの内容については、常に職

員が意識できるよう、NG ワード集として保育室内に

掲示しています。 

 


